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このマニュアルの内容

『Application Integration ユーザーズ ガイ ド 』 の内容は以下のとおりです。

� 「Application Integration の概要」 では、 BEA WebLogic Integration Framework 
の概要と、 このフレームワークがどのよ うに WebLogic Server 環境と調和し

て BEA EAI ソ リ ューシ ョ ンに貢献するのかについて説明します。

� 「アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの定義」 では、 Application View Console にログイ

ンする方法と、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを作成およびコンフ ィグレーシ ョ ン

して企業のビジネス  プロセスを表現する方法について説明します。

� 「Studio におけるアプ リ ケーシ ョ ン ビューの使用」 では、 WebLogic 
Integration Studio を使用してワークフローを設定し、 WebLogic Server 環境
でアプリ ケーシ ョ ン ビューを使用する方法について説明します。

� 「カスタム コードの作成によるアプ リ ケーシ ョ ン  ビューの使用方法」 では、

カスタム Java コードを作成して、 WebLogic Server 環境でアプリ ケーシ ョ ン 
ビューを使用する方法について説明します。

� 「Application View Console の使用方法」 では、 ネームスペースを使用して、

アダプタではな く場所や部門に基づいてアプリ ケーシ ョ ン  ビューを編成する

方法について説明します。

� 付録 A 「Application Integration データの移行」 では、 WebLogic Server ド メ

イン間で Application Integration データを移行する方法について説明します。

� 付録 B 「アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのインポートおよびエクスポート 」 では、

インポート / エクスポート  ユーティ リ テ ィ を使用して、 リ ポジ ト リから  
Application Integration ビュー メ タデータ  オブジェ ク ト をエクスポート し、

またそれらのオブジェ ク ト を リ ポジ ト リにインポートする方法を説明しま

す。

� 付録 C 「Application Integration のモジュ ラ  デプロイ メ ン ト 」 では、

WebLogic Integration ド メ イン外の Application Integration エンタープラ イズ 
アプ リ ケーシ ョ ンをデプロイする方法を説明します。
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対象読者

このマニュアルは、 次のユーザを対象と しています。

� ビジネス アナリ ス ト－ビジネス  アナ リ ス トは、 テクニカル アナ リ ス ト と協

力して企業内のビジネス インタフェース機能の精度向上を図 り ます。 また、

企業内で使用するアプリ ケーシ ョ ン ビューを作成し、 使用します。

� テクニカル アナリ ス ト－テクニカル アナ リ ス トは、 アダプタのコンフ ィグ

レーシ ョ ンや、 WebLogic Integration のサービス設定を行い、 レガシー シス

テムとの情報転送を実行します。 また、 アダプタを使用してソ リ ューシ ョ ン

をコンフ ィ グレーシ ョ ンし、 WebLogic Server 環境の評価、 マッピング、 デ

プロイ、 および保守を担当します。 このユーザーズ ガイ ドは、 テクニカル 
アナ リ ス トがシステム全体に精通しているこ とを前提と して書かれていま

す。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ ト で入手できます。

BEA のホーム  ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または

「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ

（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから

このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、e-docs Web サイ トにある  BEA WebLogic Integration 
マニュアル ホーム ページで入手できます。 PDF を Adobe Acrobat Reader で開く

と、 マニュアルの全体 （または一部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を
表示するには、 WebLogic Integration ドキュ メ ン ト のホーム ページを開き、 [PDF 
版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト

（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

以下の関連情報があ り ます。

� BEA WebLogic Server ドキュ メ ン ト

（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html）

� BEA WebLogic Integration ドキュ メン ト

（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html）

� XML スキーマ仕様 （http://www.w3c.org/TR/xmlschema-formal/）

� Sun Microsystems, Inc. の Java 関連サイ ト （http://www.javasoft.com/）

� Sun Microsystems, Inc. の J2EE  コネク タ  アーキテクチャの仕様

（http://java.sun.com/j2ee/connector/）
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サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ ク

は弊社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、

BEA WebLogic Application Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  
BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、ご使用の BEA WebLogic Application Integration の
リ リースをお書き添えください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Application Integration のインス トールおよび動作に問題がある場

合は、 BEA WebSupport (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA 
カスタマ サポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法

については、 製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記

載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ

のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :

chmod u+w *

c:\startServer

.doc

wls.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例 :

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :

String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

SIGNON

OR
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... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

例 :
import com.sap.rfc.exception.*;

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。

実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
xiv Application Integration ユーザーズ ガイド



1 Application Integration の概要

このマニュアルでは、BEA WebLogic Integration Adapter Development Kit (ADK) 
を使用して構築するアダプタの使い方を説明します。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー
のサービス と イベン ト を定義し、 それらを  WebLogic Integration 環境のビジネス  
プロセスで使用する方法について解説します。

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� 始める前に

� アダプタに対するインタフェースの作成

� アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義

� ワークフローにおけるアプ リ ケーシ ョ ン  ビューの使用方法

� Web サービスにおけるアプリ ケーシ ョ ン  ビューの使用方法

注意 : アダプタおよびアプリ ケーシ ョ ンは、 それぞれすべて異なっていますの

で、 このマニュアルに記載される説明はあ く まで一般的な内容になって

おり、 特定のアダプタないしアプ リ ケーシ ョ ン用に書かれたものではあ

り ません。 ADK で提供されている  DBMS アダプタの詳細については、
『アダプタの開発』 の 「DBMS アダプタ」 を参照して ください。

始める前に

アダプタを使用して企業システムの統合を開始する前に、 環境をセッ ト アップ

し、 WebLogic Integration でアダプタおよびアプリ ケーシ ョ ン  ビューを使用して
統合を行う し くみを理解する必要があ り ます。

この節では、 以下の内容を説明します。

� ソフ ト ウェア要件
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� 基本概念の理解

ソフ トウェア要件

注意 : 前提条件の詳細リ ス トについては、 『BEA WebLogic Platform リ リース  
ノー ト 』 を参照して ください。

以下の前提条件が満たされているこ とを確認して ください。

� WebLogic Platform がインス トールされているこ と。

� JDK 1.3.1 がインス トールされているこ と。 WebLogic Platform をインス トー
ルする と、 JDK 1.3 開発キッ ト が自動的にインス トールされます。 ただし、
1.3.1 に準拠してさえいれば、 独自のバージ ョ ンをインス トールしてもかまい
ません。

� WebLogic Platform のインス トール時に、 BEA WebLogic Integration もイン
ス トール コンポーネン ト と して組み込んでいる こ と。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューを定義するアダプタをデプロイ している こ と。

今回の リ リースでは、 WebLogic Integration のアプリ ケーシ ョ ン統合機能は、 完
全に独立した 1 つの J2EE EAR ファ イルにパッケージ化されています。 このパッ
ケージ化によ り、 有効な  WebLogic Server ド メ インであればどこにでもアプ リ
ケーシ ョ ン統合機能をデプロイできます。 たとえば、 Web サービス開発者およ
び WebLogic Portal 開発者は、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを使って EIS アプリ ケー
シ ョ ン と対話操作ができます。 詳細については、 付録 C 「Application Integration 
のモジュラ  デプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。

基本概念の理解

アプリ ケーシ ョ ン統合の基本概念をよ く ご存知でない場合は、 この 「Application 
Integration の概要」 に記載されたアプリ ケーシ ョ ン統合の概要説明をお読みにな
る こ と をお勧めします。 概要を理解してから、 どのよ う な場合にあるアプリ ケー

シ ョ ン統合方式を他の方式に優先して採用するか、 選択した方式をどのよ うに実

装するか、 といった実際的な問題を解決する作業を習得します。
1-2 Application Integration ユーザーズ ガイド



アダプタに対するインタ フ ェースの作成
アダプタに対するインタフェースの作成

企業内で使用される各アダプタには、 アダプタが提供するサービスおよびイベン

トに対するインタフェースを設定する必要があ り ます。 このインタフェースは、

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義する、 またはカスタム  コードを作成するかのい
ずれかによって作成します。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 アダプタの リ ソースにアクセスする非常に便利な
機能を提供します。 各アダプタが提供するアプリ ケーシ ョ ン機能を公開する場

合、 通常この方法を選択すれば、 おそら く十分満足していただけるでし ょ う 。 し

かし、 アダプタ機能に対してアプリ ケーシ ョ ン  ビューで可能な以上の制御機能
が必要な場合は、 カスタム コードを作成する こ と もできます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューと カスタム コードでどちらのほうが企業にと ってよ り
好ましい結果が得られるかは、 よ く検討の上判断して ください。 以下の各節で

は、 この 2 つの方法を選択する上での基本的な指針を説明します。 詳細について
は、 第 2 章、 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義」 を参照して ください。

アプリケーション ビューを定義する場合

ほとんどの EIS (Enterprise Information System: エンタープライズ情報システム ) 
は、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義する こ とによ り簡単に統合できます。 一般
に、 以下の基準の 1 つ以上に該当する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義
する方法を選択して ください。

� 企業内に複数の EIS があるが、 それらのシステムすべてに精通した開発者が
いない場合。

� WebLogic Integration Studio を使用して、 ビジネス  プロセスを構築したい場
合。

� アダプタのパラ メータまたはそのプロセスを更新する必要がある。
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カスタム コードを作成する場合

以下の基準の 1 つ以上に該当する場合に限り、 アダプタのインタフェースと して
カスタム コードを作成する方法を選択して ください。

� 企業内の EIS が 1 つだけで、 開発者がコード作成するビジネス  プロセスに
関連してその EIS に精通している場合。

� WebLogic Integration で提供されている  Business Process Management (BPM) 
機能を使う必要がない場合。

� 将来的にコード変更の必要がない場合。

アプリケーショ ン ビューの定義

アダプタのアプリ ケーシ ョ ン  ビューは、 WebLogic Server と特定の EIS アプ リ
ケーシ ョ ン との間の XML ベースのインタフェースです。 アプ リ ケーシ ョ ン  
ビューは、 企業内で使用されるアダプタごとに 1 つずつ定義する必要があ り ま
す。

この節では、 以下の事項について説明します。

� アプリ ケーシ ョ ン ビュー定義の内容

� アプリ ケーシ ョ ン ビューの定義方法

アプリケーション ビュー定義の内容

アプリ ケーシ ョ ン ビューを定義する場合、 専用の通信パラ メータをコンフ ィグ
レーシ ョ ンして、次にサービスおよびイベン ト を追加します。 アプ リ ケーシ ョ ン  
ビューのサービスおよびイベン トによって、 アプ リ ケーシ ョ ンの特定の機能が公

開されます。 また、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの通信パラ メータによって、 アプ
リ ケーシ ョ ン ビューから対象の EIS への接続方法が管理されます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー定義では、 以下の項目を指定します。
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� アプ リ ケーシ ョ ン ビューに対する固有名

� アプ リ ケーシ ョ ン ビューのユーザに対するセキュ リ テ ィ特権

� 以下に対するパラ メータ  : 

� アプ リ ケーシ ョ ン

� アプ リ ケーシ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ン ビューとの間のネッ ト ワーク接続

� アプ リ ケーシ ョ ン ビューで使用できる接続プールの管理

� アプ リ ケーシ ョ ン ビューによって行われるロード  バランシング

アプリケーション ビューの定義方法

この節では、 アダプタのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを定義する時に実行する手順
を概説します。 詳細な手順については、 第 2 章 「アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの定
義」 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義する手順は、 次のとおりです。

� 手順 1 : アプリ ケーシ ョ ン  ビューの接続パラ メータに名前を付けてコンフ ィ
グレーシ ョ ンする

� 手順 2 : アプリ ケーシ ョ ン  ビューにサービスおよびイベン ト を追加する

� 手順 3 : サービスおよびイベン ト のテス ト

手順 1 : アプリケーション ビューの接続パラメータに名前を
付けてコンフ ィグレーションする

アダプタ用のアプリ ケーシ ョ ン  ビューを定義する と きは、まず Application View 
Console にログオンしてから、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューの保存先フォルダを選択
または作成し、 次に EIS の接続パラ メータをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューの作成およびコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、
以下の ト ピッ クを参照して ください。

� 2-5 ページの 「手順 1 : [Application View Console] へのログオン」
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� 2-7 ページの 「手順 2 および 3 : アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義および接続
パラ メータのコンフ ィグレーシ ョ ン」

手順 2 : アプリケーション ビューにサービスおよびイベント
を追加する

サービスおよびイベン トは、 ユーザが指定したアプリ ケーシ ョ ン機能と  
WebLogic Server ク ラ イアン ト とが対話できるよ うにする こ とによ り、 アプ リ
ケーシ ョ ンのビジネス  プロセスのサブセッ ト をサポート します。 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューが提供するサービスおよびイベン ト によって、WebLogic Server と  
EIS アプリ ケーシ ョ ン との間で特定の種類の ト ランザクシ ョ ンを実行できます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューにサービスおよびイベン ト を追加する詳細については、
以下の ト ピッ クを参照して ください。

� 2-11 ページの 「手順 4A : アプリ ケーシ ョ ン ビューへのサービスの追加」

� 2-25 ページの 「手順 6B : アプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト のテス ト 」

手順 3 : サービスおよびイベントのテスト

追加したサービスまたはイベン トが EIS アプ リ ケーシ ョ ンと正し く対話できるか
ど う か検査します。

サービスおよびイベン ト のテス トに関する詳細については、 以下の ト ピッ クを参

照して ください。

� 2-22 ページの 「手順 6A : アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスのテス ト 」

� 2-25 ページの 「手順 6B : アプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト のテス ト 」
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ワークフローにおけるアプリケーション 
ビューの使用方法

WebLogic Integration 環境にアプリ ケーシ ョ ン  ビューを定義したら、 WebLogic 
Server にデプロイ し、 これを使用してビジネス  プロセス  ワークフローの企業ビ
ジネス  プロセスを実装するこ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 次のいずれかの方法によ り ビジネス  プロセスで使
用できます。

� WebLogic Integration Studio にビジネス プロセス  ワークフローを設計する

� カスタム コードを作成する

ビジネス  プロセス  ワークフロー内でアプリ ケーシ ョ ン ビューが使用される場
合、 最終的に企業のビジネス  プロセスの電子表現形式がデプロイ されます。
ワークフローは、 ビジネス  プロセスを達成するためにアプリ ケーシ ョ ンが実行
する ト ランザクシ ョ ンを指定します。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 その ト ラン
ザクシ ョ ンを実行します。

WebLogic Integration Studio でアプリケーション 
ビューを使う

企業のビジネス  プロセス内でアプ リ ケーシ ョ ン ビューを使用する場合、
WebLogic Integration Studio でワークフローを設計するのが最も一般的な方法で
す。 Studio は、 ビジネス  プロセス  ワークフローを設計するためのグラフ ィ カル 
ユーザ インタフェース （GUI） です。 ワークフローには、 アプ リ ケーシ ョ ン 
ビューのサービスおよびイベン ト を組み込むこ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを使用するこ とによ り、 以下の 4 通りの任意の方法で
サービスおよびイベン ト をサポートできます。

� タスク  1 : アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスを呼び出すタスク  ノードの設
定
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� タスク  2 : 非同期アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスからの応答を待機するイ
ベン ト  ノードの設定

� タスク  3 : アプリ ケーシ ョ ン  ビュー イベン トによって開始されるワークフ
ローの作成

� タスク  4 : アプリ ケーシ ョ ン  ビュー イベン ト を待機するイベン ト  ノードの
設定

各タスクの詳細については、 第 3 章 「Studio におけるアプリ ケーシ ョ ン  ビュー
の使用」 を参照して ください。

カスタム コードを作成してアプリケーション 
ビューを使う

Studio でアプリ ケーシ ョ ン ビューを使ってビジネス  プロセスを実装しない場合、
カスタム Java コードを作成する必要があ り ます。 手順については、 第 4 章 「カ

スタム コードの作成によるアプ リ ケーシ ョ ン  ビューの使用方法」 を参照して く
ださい。

ビジネス プロセスの実装方法の選択

WebLogic Integration では、 Studio でワークフローを作成するか、 カスタム コー
ドを作成するかのいずれかの方法によ り ビジネス  プロセスを実装できます。
Studio ワークフローと してならば、 どのよ う なビジネス  プロセスでも実装でき
ます。

一方、 カスタム コード作成は、 対象となるビジネス  プロセスが非常に単純で特
定用途に使用する場合に限って選択するよ うにして ください。 このマニュアルで
は、 カスタム コードによる方法は、 あ く まで、 それが必要な状況で使用される
代替的な手段と して取り上げています。 そのよ う な状況のリ ス トについては、
1-9 ページの 「カスタム Java コードを作成する方がよい場合」 を参照して くださ
い。
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ワークフローにおけるアプリケーシ ョ ン  ビューの使用方法
WebLogic Integration Studio を使用する方がよい場合

以下の基準の 1 つ以上に該当する場合は、 ビジネス  プロセスの実装に WebLogic 
Integration Studio を使用して ください。

� ビジネス  プロセスで、 複雑なエラー管理、 永続的プロセス、 および高度な条
件付き分岐が必要な場合。

たとえば、 使用するビジネス  プロセスで、 多数のイベン ト を受信する、 イベ
ン ト のサブセッ ト を選択する、 複雑な分岐アクシ ョ ンを実行する、 多数の複
雑なメ ッセージを生成する、 複数の WebLogic Server ク ラ イアン トにメ ッ
セージを送信する、 などといったこ とが必要な場合は、 Studio を使用するよ
うにします。

� ビジネス  プロセスを定期的に変更する必要がある場合。

Studio を使用すれば、 必要なコンパイル、 テス ト 、 デバッグを繰 り返す回数
が減 り ます。

� 開発者が貴重で数が少ない場合 （多くのオーガニゼーシ ョ ンがこれに該当す

る と思われる）。

カスタム Java コードを作成する方がよい場合

カスタム コードを作成してビジネス  プロセスを実装するのは、 以下の基準の 1 
つ以上に該当する場合に限られます。

� ビジネス  プロセスが単純である、 すなわち、 複雑なエラー回復処理、 永続的
プロセス、 条件付き分岐、 およびプロセス  フローの結合を含まないプロセス
の場合。

たとえば、 使用するビジネス  プロセスが、 着信メ ッセージに対して一定の限
られたアクシ ョ ンしか行わず、 そのメ ッセージを少数のク ライアン ト  アプリ
ケーシ ョ ンに転送するよ う な場合は、 カスタム  コードを作成しても問題ない
と言えます。

� ビジネス  プロセスを頻繁に更新する必要がないと考えられる場合。

カスタム コードを更新する場合は、 常に完全なコンパイル、 テス ト 、 および
デバッグ  サイ クルが必要にな り、 これには費用がかさむこ とがあ り ます。

� オーガニゼーシ ョ ン内で、 コードによるビジネス  プロセスの実装に専従する
開発者を割 り当てる余裕がある場合。
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Web サービスにおけるアプリケーシ ョン 
ビューの使用方法

Web サービス開発者は、 AppView Control を使って、 BEA WebLogic Workshop 
ユーザに、 EIS アプリ ケーシ ョ ンと対話操作ができる  Web サービスを提供する
こ とができます。 この対話機能は、 Java API によ り実装されます。 Web サービ
ス開発者は、 この機能を使う場合にその EIS の専門家である必要はあ り ません。
開発者は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービスを同期的または非同期的のいずれ
でも呼び出すこ とができ、 単純な Java オブジェ ク ト を使ってアプリ ケーシ ョ ン  
ビュー イベン ト をサブスク ラ イブできます。 AppView Control の使用法の詳細に
ついては、 以下の場所にある  『BEA WebLogic Workshop オンラ イン マニュア
ル』 の 「アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー コン ト ロール : Web サービスからエンタープ
ライズ アプリ ケーシ ョ ンにアクセスする」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/workshop/docs70/help/index.html#
guide/controls/appview/conAppViewCtrlAccessAnEnterpriseAppFromAJW
S.html
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2 アプリケーション ビューの定義

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� 始める前に

� アプ リ ケーシ ョ ン ビュー定義の基本手順

� アプ リ ケーシ ョ ン ビュー定義の手順の具体例

� アプ リ ケーシ ョ ン ビューの編集
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2 アプリケーシ ョ ン ビューの定義
始める前に

アプリ ケーシ ョ ン ビューを定義する場合、 WebLogic Server と企業内の特定 EIS 
アプリ ケーシ ョ ンの間で使用される  XML ベースのインタフェースを作成しま
す。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを作成したら、 ビジネス  アナ リ ス トはそれを使用
して、 ビジネス  プロセスを作成できます。 任意のアダプタに対して、 アプ リ
ケーシ ョ ン  ビューをいくつでも作成できます。 また、 各アプリ ケーシ ョ ン  
ビューには、 サービス と イベン ト をいくつ定義しても構いません。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義を開始する前に、 以下の前提条件が満たされて
いるこ とを確認して ください。

� ADK を使用して、 該当するアダプタが開発されているこ と。 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューの作成およびコンフ ィグレーシ ョ ンを実行できるのは、 既存の
アダプタに限られます。

� コンフ ィグレーシ ョ ン対象のアプリ ケーシ ョ ン ビューを使用するビジネス  
プロセスが決定されているこ と。 必要なビジネス  プロセスによって、 アプ リ
ケーシ ョ ン  ビューに定義するサービスと イベン ト のタイプが決ま り ます。 し
たがって、 ビジネス アナ リ ス ト からアプ リ ケーシ ョ ンのビジネス要件に関す
る情報を収集する必要があ り ます。 必要なビジネス  プロセスが決まったら、
適切なサービスおよびイベン ト を定義してテス トできます。

アプリケーショ ン ビュー定義の基本手順

図 2-1 は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを定義、 コンフ ィ グレーシ ョ ンする手順の要
約図です。
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図 2-1   アプリケーション ビューの定義およびコンフ ィグレーションの手順
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1. WebLogic Integration Application View Console にログオンします。 詳細につ
いては、 2-5 ページの 「手順 1 : [Application View Console] へのログオン」 を
参照して ください。

2. [Add Application View] をク リ ッ ク します。 該当するアダプタ用に新しいア
プ リ ケーシ ョ ン ビューを作成します。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを使用して、
指定されたアダプタの対象 EIS アプリ ケーシ ョ ン用に、 一連のビジネス  プロ
セスを作成できます。 詳細については、 2-7 ページの 「手順 2 および 3 : アプ
リ ケーシ ョ ン ビューの定義および接続パラ メータのコンフ ィ グレーシ ョ ン」
を参照して ください。

3. [Configure Connection Parameters] 画面で、 アプ リ ケーシ ョ ンの接続パラ メー
タを入力します。 パラ メータを入力する代わ りに、 [Select Existing 
Connection] 画面で既にデプロイ済みの接続を選択するこ と もできます。 詳細
については、 2-7 ページの 「手順 2 および 3 : アプリ ケーシ ョ ン ビューの定
義および接続パラ メータのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

入力情報の有効性が検証される と、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューが指定したシス
テムと接続するよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンされます。

4. [Add Event] または [Add Service] をク リ ッ ク して、 このアプ リ ケーシ ョ ン  
ビューに適切なイベン ト とサービスを定義します。

5. アプリ ケーシ ョ ン ビューを WebLogic Server 上にデプロイします。 デプロイ
して、 その他のエンテ ィテ ィがセキュ リ テ ィ設定に従ってこのビューと対話
できるよ うにします。

注意 : アプリ ケーシ ョ ン ビューは、 デプロイ されていなければテス トでき
ません。

6. すべてのサービスおよびイベン ト をテス ト します。 対象の EIS アプリ ケー
シ ョ ン と適切に対話できるこ とを確認します。

サービスおよびイベン ト をテス ト して正常に機能するこ とが分かったら、 ア
プ リ ケーシ ョ ン ビューをワークフロー内で使用できます。 詳細については、
第 3 章 「Studio におけるアプ リ ケーシ ョ ン ビューの使用」 を参照して くださ
い。

7. 接続パラ メータの再コンフ ィグレーシ ョ ンや、 サービスおよびイベン トの追
加が必要な場合は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューをアンデプロイ します。

注意 : アプリ ケーシ ョ ン ビューをアンデプロイする と、 他のエンティテ ィ
はアンデプロイ されたビューとの対話ができな くな り ます。
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アプリケーション ビュー定義の手順の具体
例

この節では、DBMS とい う名前の仮想データベース  EIS に対する  EIS アダプタを
使って、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを定義、 保守する方法を説明します。 こ こで
示す各手順は、 図 2-1 のそれぞれの手順に対応しています。

実際に企業用にアプリ ケーシ ョ ン  ビューを作成する場合、 このマニュアルで示
されたビューとは見かけ上かな り異なるこ と もある と思われます。 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューのアダプタによって、 各アプリ ケーシ ョ ン ビューの画面に必要な
情報が決ま り、 また各企業には独自の専用アダプタがあるため、 このよ う な違い
が生じ るのは当然のこ と と言えます。 企業内で使用するアダプタの詳細について
は、 担当のテクニカル アナ リ ス ト または EIS のスペシャ リ ス トに問い合わせて
ください。

注意 : 以下の手順を実行する前に、WebLogic Server がシステムで稼動している
こ と を確認して ください。

手順 1 : [Application View Console] へのログオン

[Application View Console] には、 WebLogic Integration 環境内のすべてのアプリ
ケーシ ョ ン ビューがフォルダ編成で表示されます。

Application View Console にログオンする手順は、 次のとおりです。

1. 新しいブラウザ ウ ィ ン ド ウを開きます。

2. 該当するシステムの  Application View Console の URL を入力します。 実際に
入力する  URL は、 システムによって異な り ます。 入力フォーマッ ト は次の
とおりです。

http://host:port/wlai

[Application View Console Logon] 画面が表示されます。
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3. WebLogic Server ユーザ名およびパスワードを入力し、 [Login] をク リ ッ ク し
ます。 [Application View Console] が表示されます。

注意 : この画面が表示されない場合は、 WebLogic Server の管理者に連絡し
て ください。

4. フォルダを追加するには、 [New Folder] アイコンをク リ ッ ク します。

詳細については、 5-3 ページの 「フォルダの作成」 を参照して ください。
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手順 2 および 3 : アプリケーション ビューの定義お
よび接続パラメータのコンフ ィグレーション

1. 現在のフォルダに新しいアプリ ケーシ ョ ン  ビューを追加するには、 [Add 
Application View] をク リ ッ ク します。

注意 : この手順を実行する前に、 その時点で作業しているフォルダが、 該当
するフォルダになっている こ と を確認して ください。 アプ リ ケーシ ョ
ン ビューを定義した後で、 そのビューを別のフォルダに移動するこ
とはできません。

[Define New Application View] 画面が表示されます。
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2. [Application View Name] フ ィールドに、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー名を入力し
ます。 入力する名前は、 このアプリ ケーシ ョ ンが実行する機能を表すものに
して ください。 また、 アダプタに対してユニークなアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー
名にする必要があ り ます。 名前には、 任意の有効な Java 識別子が使用できま
す。

注意 : 「Root」 とい う名前は予約語であるため、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー名
には使用できません。 ビュー名に 「Root」 を指定する と、 インポー ト
/ エクスポート  ユーティ リテ ィ を使ってアプリ ケーシ ョ ン  ビューをイ
ンポート またはエクスポートできな くな り ます。

3. [Description] フ ィールドに、 WebLogic Integration Studio に作成したワークフ
ローでこのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを使う人にわかりやすいコ メ ン ト を入力
します。

4. [Associated Adapter] リ ス トから、 このアプ リ ケーシ ョ ン  ビューの作成に使用
するアダプタを選択します。

5. [OK] をク リ ッ ク します。 [Select Existing Connection] 画面が表示されます。

[Select Existing Connection] では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに関連付ける接
続ファ ク ト リの種類を選択できます。

� 新しい接続ファ ク ト リ を作成する場合は、 [New Connection] オプシ ョ ン
を選択します。 新しい接続ファ ク ト リの作成後は、 他のアプリ ケーシ ョ
ン ビューで同名の新しい接続を作成するこ とはできません。
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� 他のアプリ ケーシ ョ ン  ビューと接続ファ ク ト リ を共有する場合は、 既存
の接続ファ ク ト リ を使用するオプシ ョ ンを選択します。 既存の接続ファ
ク ト リに関連付けてデプロイ されているアプリ ケーシ ョ ン  ビューの名前
を表示するには、 既存の接続ファ ク ト リ名の横にある  [References] リ ンク
をク リ ッ ク します。

[Connection Factory] 選択画面からは、 いつでも  [Select Connection] または 
[Connection Configuration] 画面を表示できます。 新しい接続ファ ク ト リ と既
存のファ ク ト リ とは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのデプロイ前であればいつで
も切 り替えるこ とができます。

既存の接続ファ ク ト リ を使用すれば、 特に複数のアダプタが 1 つの EIS と対
話する場合のサーバ管理を簡素化できます。 また、 接続ファ ク ト リ を共有し
て使用する こ とによ り、 管理者はその接続ファ ク ト リのコンフ ィグレーシ ョ
ン パラ メータを設定し、 ユーザに既存の接続を選択するよ うに指示できま
す。 その場合、 ユーザが接続パラ メータのコンフ ィ グレーシ ョ ン方法をあら
かじめ知っている必要はあ り ません。

6. [Continue] をク リ ッ ク します。 新しい接続ファ ク ト リ を作成する選択をした
場合は、 [Configure Connection Parameters] 画面が表示されます。
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既存の接続ファ ク ト リ を使用する選択をした場合は、 [Application View 
Administration] 画面が表示されます （[Application View Administration] 画面
の詳細については、 手順 9.  を参照）。 [Configure Connection Parameters] 画面
では、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューが対象の EIS と対話するために必要なネッ ト
ワーク関連の情報を定義します。 この情報は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューごと
に 1 度だけ入力する必要があ り ます。

7. WebLogic Server の ユーザ名とパスワードを入力します。

注意 : この画面に表示される実際のフ ィールドは、 こ こに示すものと異なる
こ とがあ り ます。 どのよ う なフ ィールドが表示されるかは、 アダプタ
によって異な り ます。

8. 残 りのフ ィールドの入力に関する情報については、 担当のテクニカル アナ リ
ス ト または EIS のスペシャ リ ス ト に問い合わせて ください。

9. [Continue] をク リ ッ ク します。 [Application View Administration] 画面が表示
されます。
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手順 4A : アプリケーション ビューへのサービスの
追加

1. [Application View Administration] 画面で [Service] 行内の [Add] をク リ ッ ク し
ます。 [Add Service] 画面が表示されます。
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注意 : この画面に表示される実際のフ ィールドは、 こ こに示すものと異なる
こ とがあ り ます。 どのよ う なフ ィールドが表示されるかは、 アダプタ
によって異な り ます。

2. [Unique Service Name] フ ィールドに、 サービス名を入力します。 入力する名
前は、 このサービスが実行する機能を表すものにして ください。 また、 アプ
リ ケーシ ョ ン ビューに対してユニークなサービス名にする必要があ り ます。
名前には、 任意の有効な Java 識別子が使用できます。

3. [Description] フ ィールドに、 WebLogic Integration Studio に作成したワークフ
ローでこのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを使う人にわかりやすいコ メ ン ト を入力
します。

4. 残 りのフ ィールドの入力に関する情報については、 担当のテクニカル アナ リ
ス ト または EIS のスペシャ リ ス ト に問い合わせて ください。

多 くの場合、 この必須情報は、 データベースからの情報検索、 またはデータ
ベース情報の更新に使用する  SQL 文に組み込まれます。 次のサンプル文で
は、 ユーザが指定した国の値に基づき、 顧客テーブルから顧客情報を検索し
ます。

select * from PBPUBLIC.CUSTOMER_TABLE 
where COUNTRY=[country varchar] 

WebLogic Integration に付属のサンプル アプリ ケーシ ョ ン  ビューには、 SQL 
文を使用するサービスが収められています。 [Application View 
Administration] 画面を表示して、 サービスに対する  [View Summary] リ ンク
をク リ ッ ク して ください。 [Summary] 画面に SQL 文が表示されます。
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5. 入力が終了したら、 [Add] をク リ ッ ク します。

手順 4B : アプリケーション ビューへのイベントの
追加

1. [Application View Console] で、 [Administration] を選択します。 [Application 
View Administration] 画面が表示されます。

2. [Events] 行で [Add] をク リ ッ ク します。 [Add Event] 画面が表示されます。
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注意 : この画面に表示される実際のフ ィールドは、 こ こに示すものと異なる
こ とがあ り ます。 どのよ う なフ ィールドが表示されるかは、 アダプタ
によって異な り ます。

3. [Unique Event Name] フ ィールドにイベン ト名を入力します。 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューに対してユニークなイベン ト名にする必要があ り ます。 名前に
は、 任意の有効な Java 識別子が使用できます。

4. [Description] フ ィールドに、 WebLogic Integration Studio に作成したワークフ
ローでこのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを使う人にわかりやすいコ メ ン ト を入力
します。

5. 残 りのフ ィールドの入力に関する情報については、 担当のテクニカル アナ リ
ス ト または EIS のスペシャ リ ス ト に問い合わせて ください。

6. 入力が終了したら、 [Add] をク リ ッ ク します。 [Application View 
Administration] 画面が表示されます。

7. サービスおよびイベン ト の追加が終了したら  [Continue] をク リ ッ ク して、 ア
プ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイ します。
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手順 5 : アプリケーション ビューのデプロイ

イベン ト またはサービスを最低 1 つ追加すれば、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューをデ
プロイできます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 そのサービスおよびイベン ト を
テス ト した り、 WebLogic Server 環境でそのビューを使用する前に、 デプロイす
る必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする こ とによって、
サービスおよびイベン ト関連のメ タデータが、 実行時メ タデータ  リポジ ト リ内
に格納されます。 また、 デプロイによ り、 他の WebLogic Server ク ラ イアン トが
アプ リ ケーシ ョ ン ビューを使用できるよ うにな り ます。 その結果、 ビジネス  プ
ロセスとアプ リ ケーシ ョ ン ビューとの対話が可能になり、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ビューのサービスおよびイベン ト をテス トするこ とができるよ うにな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする手順は、 次のとおりです。

1. 2-5 ページの 「手順 1 : [Application View Console] へのログオン」 の説明に
従って、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを開きます。 [Summary for Application 
View] 画面が表示されます。
Application Integration ユーザーズ ガイ ド 2-15



2 アプリケーシ ョ ン ビューの定義
2. [Edit] をク リ ッ ク します。 [Application View Administration] 画面が表示され
ます。

3. [Continue] をク リ ッ ク します。 [Deploy Application View] 画面が表示されま
す。
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注意 : [Deploy Application View] 画面にどのよ う なフ ィールドが表示される
かは、 使用されているアダプタによって異な り ます。 すべてのフ ィー

ルドの説明については、 担当のテクニカル アナ リ ス ト または EIS の
スペシャ リ ス ト に問い合わせて ください。 アプ リ ケーシ ョ ン ビュー
で共有接続ファ ク ト リ を使用している場合、 その接続ファ ク ト リのプ
ロパティが表示されます。

4. WebLogic Integration Studio または権限の与えられた他のク ライアン ト で、
このアプ リ ケーシ ョ ン  ビューから使用できるサービスを非同期的に呼び出せ
るよ うにするには、 [Enable Asynchronous Service Invocation] を選択します。

エンティテ ィがアプ リ ケーシ ョ ン ビューのサービスを非同期的に呼び出す場
合、 サービスからの応答を待機せずにプロセスを続行します。

5. アプ リ ケーシ ョ ン ビューがイベン ト をサポート している場合、 アダプタのイ
ベン ト  ルータの URL を入力します。
例 : http://localhost:7001/YourEIS_EventRouter/EventRouter
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注意 : このアプ リ ケーシ ョ ン  ビューにイベン トが定義されていない場合は、
このフ ィールドは表示されません。

6. [Minimum Pool Size] フ ィールドに、 このアプリ ケーシ ョ ン ビューが使用す
る接続プールの最小数を入力します。 たとえば、 1 と入力します。

7. [Maximum Pool Size] フ ィールドに、 このアプリ ケーシ ョ ン ビューが使用す
る接続プールの最大数を入力します。 たとえば、 10 と入力します。

8. [Target Fraction of Maximum Pool Size] フ ィールドに、 0 から  1.0 までの値を
使用して、 理想的なプール サイズを入力します。 たとえば、 このフ ィールド
に 0.7 を入力した場合、 [Maximum Pool Size] が 10、 [Target Fraction] は 0.7 
と定義されます。 この結果、 アダプタでは、 最大サイズの 70% の接続プー
ル、 すなわちこの場合は、 接続数 7 を維持するこ と を目標と したロード  バラ
ンシングが行われます。

9. 未使用の接続プールが自動的に削除されるよ うにするには、 [Allow Pool to 
Shrink] を選択します。

10. [Log Configuration] 領域で、 ロギング要件に従って以下のオプシ ョ ンのいず
れかを選択します。

� [Log errors and audit messages]

� [Log warnings, errors, and audit messages]

� [Log informational messages, warnings, errors, and audit messages]

� [Log all messages]

11.必要に応じて、 [Restrict Access to your_application using J2EE Security] をク
リ ッ ク します。 [Application View Security] 画面が表示されます。
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この画面では、 WebLogic Server のユーザまたはグループに対して、 このア
プリ ケーシ ョ ン ビューの読み込みおよび書き込みアクセスを許可または制限
できます。

12.パー ミ ッシ ョ ンの設定が終了したら、 [Apply] をク リ ッ ク して変更内容を保
存します。

13. このアプ リ ケーシ ョ ン  ビューをすぐにデプロイするか、 後からデプロイする
かを決めます。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを後からデプロイする場合は、 手順 
14 に進み、 すぐにデプロイする場合は手順 15 に進みます。

14. アプ リ ケーシ ョ ン ビューを後からデプロイする場合は、 [Done] をク リ ッ ク
して [Deploy Application View] 画面に戻 り ます。

デプロイせずにアプリ ケーシ ョ ン  ビューを保存するには、 [Save] をク リ ッ ク
します。

注意 : すぐにデプロイせずにアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを途中で保存する場
合は、 任意の時点で [Save] をク リ ッ クできます。
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15.すぐにアプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする場合は、 [Deploy Persistently] 
を選択して、 WebLogic Server の再起動のたびにそのアプリ ケーシ ョ ン 
ビューが自動的に再デプロイ されるよ うにしてから、 [Deploy Application 
View] をク リ ッ ク します。 [Summary for Application View] 画面が表示されま
す。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューで共有接続ファ ク ト リ を使用している場合、 その接
続ファ ク ト リのプロパティが [Deploy] および [Connection] タブに表示されま
す。 既存の接続ファ ク ト リ名の横にある  [References] リ ンクをク リ ッ クする
と、 その接続ファ ク ト リ を使用してデプロイ されるアプ リ ケーシ ョ ン ビュー
の名前が表示されます。

任意手順 : アプリケーシ ョン ビューのアンデプロイ

アプリ ケーシ ョ ン ビューの接続パラ メータの編集、 サービスやイベン トの追加、
またはク ラ イアン ト によるアプ リ ケーシ ョ ン  ビューの使用を不可能にする場合、
アプ リ ケーシ ョ ン ビューをアンデプロイする必要があ り ます。 接続パラ メータ
の編集については、 2-7 ページの 「手順 2 および 3 : アプリ ケーシ ョ ン ビューの
定義および接続パラ メータのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。 アプ
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リ ケーシ ョ ン  ビューをアンデプロイする と、他の  WebLogic Server ク ラ イアン ト
はそのビューと対話できな くな り、 そのビューのサービスまたはイベン トのテス

ト もできな くな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューをアンデプロイする手順は、 次のとおりです。

1. [Application View Console] で [Summary] をク リ ッ ク します。 [Summary for 
Application View] 画面が表示されます。

2. WebLogic Server からアプリ ケーシ ョ ン  ビューをアンデプロイするには、
[Undepoy] をク リ ッ ク します。 [Undepoy Application View] ウ ィ ン ド ウが表示
されます。
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3. [Confirm] をク リ ッ ク します。 [Summary for Application View] 画面が表示さ
れ、 こ こで再度アプリ ケーシ ョ ン  ビューをデプロイするこ とができます。

手順 6A : アプリケーショ ン ビュー サービスのテス
ト

アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスのテス トは、 そのサービスが対象 EIS と適切
に対話できるかど うかを評価するこ とがその目的です。 テス ト できるのは、 デプ
ロイ され、 少なく と も  1 つのイベン ト またはサービスが定義されているアプリ
ケーシ ョ ン  ビューに限られます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのサービスをテス ト
する手順は、 次のとおりです。

1. ウ ィ ン ド ウの左側のナビゲーシ ョ ン領域で、 [Summary] を選択します。
[Summary for Application View] 画面が表示されます。
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2. [Events and Services] タブの [Services] 領域で、 該当するサービスを見つけ、
[Test] をク リ ッ ク します。 [Test Service] 画面が表示されます。

3. 必要に応じて、 該当するフ ィールドに必要なデータを入力します。

注意 : [Test Service] 画面に表示される実際のフ ィールドは、 こ こに示すもの
と異なるこ とがあ り ます。 どのよ う なフ ィールドが表示されるかは、
アプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスによって異な り ます。 すべての
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フ ィールドの説明については、 担当のテクニカル アナ リ ス ト または 
EIS のスペシャ リ ス ト に問い合わせて ください。

4. [Test] をク リ ッ ク します。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービスで手順 3 で指定
した入力データが正し く処理されれば、 テス トは成功とい う こ とにな り ま
す。 [Test Result] 画面が表示され、 こ こにすべての入力ドキュ メン トおよび
出力ドキュ メ ン ト が リ ス ト されます。

5. テス ト対象の各サービスに対してこの手順 （手順 1 ～ 4） を繰り返します。

6. アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスのテス ト終了後は、 当該アプリ ケーシ ョ
ン ビューはデプロイしたままの状態にする こ と も、 編集するためアンデプロ
イするこ と もできます。
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手順 6B : アプリケーション ビュー イベントのテス
ト

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー イベン トのテス トは、 そのアプリ ケーシ ョ ン ビューが 
EIS アプリ ケーシ ョ ンに対して適切に応答できるかど うかを評価するこ とがその
目的です。 テス ト できるのは、 デプロイ され、 少なく と も  1 つのイベン ト または
サービスが定義されているアプ リ ケーシ ョ ン  ビューに限られます。 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューのイベン ト をテス トする手順は、 次のとおりです。

1. ウ ィ ンド ウの左側のナビゲーシ ョ ン領域で、 [Summary] をク リ ッ ク します。
[Summary for Application View] 画面が表示されます。

2. [Events and Services] タブの [Events] 領域で、 該当するサービスを確認し、
[Test] をク リ ッ ク します。 [Test Event] 画面が表示されます。
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注意 : [Test Event] 画面に表示される実際のフ ィールドは、 こ こに示すもの
と異なる こ とがあ り ます。 どのよ う なフ ィールドが表示されるかは、
アプ リ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト によって異なり ます。 すべての
フ ィールドの説明については、 担当のテクニカル アナ リ ス ト または 
EIS のスペシャ リ ス ト に問い合わせて ください。

3. テス ト  イベン ト を生成する方法を選択します。

� [Service] －アプリ ケーシ ョ ン ビュー固有のサービスを使用して、 定義済
みのイベン ト を生成する場合は、 [Service] を選択します。 続いて、 2-27 
ページの 「[Service] を選択した場合」 に示された手順を実行します。

� [Manual] － EIS アプ リ ケーシ ョ ンにログオンし、 該当するイベン ト生成
機能を実行してイベン ト を生成する場合は、 [Manual] を選択します。 続
いて、 2-29 ページの 「[Manual] を選択した場合」 に示された手順を実行
します。

指定した時間までにアプリ ケーシ ョ ン  ビューのイベン トが適切に応答すれ
ば、 テス トは成功とい う こ とにな り ます。
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[Service] を選択した場合

1. [Service] メニューからテス ト対象のイベン ト を呼び出すサービスを選択しま
す。 たとえば、 [NewCustomer] イベン ト をテス トする場合、 [Insert Customer] 
など、 そのイベン ト を呼び出すサービスを選択します。

2. [Time] フ ィールドに適当と思われる待機時間を ミ リ秒単位で入力します （1 
分 = 60,000  ミ リ秒）。 指定された時間が経過しても イベン ト が成功しない
と、 テス トはタイムアウ ト とな り、 エラー メ ッセージが表示されます。

3. [Test] をク リ ッ ク します。 イベン ト を呼び出すサービスが実行されます。

サービスが入力データを必要とする と きは、 入力画面が表示されます。

4. サービスの入力データが必要な場合、 該当するフ ィールドにデータを入力
し、 [Test] をク リ ッ ク します。

サービスが実行されます。 テス ト が成功した場合、 [Test Result] 画面に、 イ
ベン ト  ドキュ メ ン ト、 サービス入力ドキュ メ ン ト、 およびサービス出力ド
キュ メ ン ト が表示されます。
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テス トが失敗する と、 [Test Result] 画面にはタイム アウ ト  メ ッセージだけが
表示されます。
2-28 Application Integration ユーザーズ ガイド



アプリケーシ ョ ン  ビュー定義の手順の具体例
5. テス ト が失敗したと きは、 イベン ト定義を編集するか、 システム管理者また
はアプリ ケーシ ョ ン  マネージャに連絡して ください。

6. テス ト が成功したと きは、 残りのテス ト対象イベン ト についても このテス ト
手順を繰り返します。

7. テス ト が終了したらアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを保存します。

[Manual] を選択した場合

1. [Time] フ ィールドに適当と思われる待機時間を ミ リ秒単位で入力します （1 
分 = 60,000 ミ リ秒）。 この時間が経過してもイベン トが成功しないと、 テス
トはタイムアウ ト とな り、 エラー メ ッセージが表示されます。

2. イベン トの呼び出しに使用されるアプリ ケーシ ョ ンがまだ開かれていない場
合は、 こ こでそのアプリ ケーシ ョ ンを開きます。

3. [Test] をク リ ッ ク します。 テス トはイベン トが呼び出されるまで待機します。

4. イベン ト を呼び出すアプリ ケーシ ョ ンを使用して、 次にアプリ ケーシ ョ ン 
ビューのイベン ト をテス トするサービスを実行します。

テス ト が成功する と  [Test Result] 画面が表示されます。 この画面にアプリ
ケーシ ョ ンからのイベン ト  ドキュ メ ン ト 、 サービス入力ドキュ メ ン ト、 およ
びサービス出力ドキュ メ ン トが表示されます。
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テス トが失敗するかタイム アウ トが発生した場合は、 [Test Result] 画面にタ
イム アウ ト  メ ッセージが表示されます。
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5. テス ト が失敗したと きは、 イベン ト定義を編集するか、 システム管理者また
はアプリ ケーシ ョ ン  マネージャに連絡して ください。

6. テス ト が成功したと きは、 残りのテス ト対象イベン ト についても このテス ト
手順を繰り返します。

7. テス ト が終了したらアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを保存します。
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アプリケーショ ン ビューの編集

アプリ ケーシ ョ ン ビューを定義する と きは、 接続パラ メータをコンフ ィ グレー
シ ョ ンする必要があ り ます。 サービスおよびイベン ト を追加してテス ト した後で
も、 接続パラ メータを再コンフ ィグレーシ ョ ンした り、 サービス と イベン ト を削
除した りできます。

既存のアプリ ケーシ ョ ン ビューを編集する手順は、 次のとおりです。

1. アプリ ケーシ ョ ン ビューを開きます。 [Summary for Application View] 画面が
表示されます。

2. [Edit] をク リ ッ ク します。 [Application View Administration] 画面が表示され
ます。
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3. アプ リ ケーシ ョ ン ビューの接続パラ メータを再コンフ ィグレーシ ョ ンするに
は、 左側ペインの [Configure Connection] をク リ ッ ク します。 [Configure 
Connection Parameter] 画面が表示されます。 2-7 ページの 「手順 2 および 3 : 
アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義および接続パラ メータのコンフ ィグレーシ ョ
ン」 の手順 6 以降を実行します。

4. サービスおよびイベン ト を追加するには、 [Add Service] または [Add Event] 
をク リ ッ ク します。 2-11 ページの 「手順 4A : アプリ ケーシ ョ ン ビューへの
サービスの追加」 または 2-13 ページの 「手順 4B : アプリ ケーシ ョ ン ビュー
へのイベン トの追加」 の手順に従います。
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3 Studio におけるアプリケーショ ン 
ビューの使用

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� 始める前に

� タスク  1 : アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスを呼び出すタスク  ノードの設
定

� タスク  2 : 非同期アプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスからの応答を待機するイ
ベン ト  ノードの設定

� タスク  3 : アプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト によって開始されるワークフ
ローの作成

� タスク  4 : アプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト を待機するイベン ト  ノードの
設定

� ワークフロー内におけるアプリ ケーシ ョ ン  ビューのローカル ト ランザク
シ ョ ンの処理
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始める前に

企業に必要なアプ リ ケーシ ョ ン ビューのサービスと イベン ト をすべて作成すれ
ば、 そのアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを使用してビジネス  プロセスを実行できます。
ビジネス プロセスを実行する場合、 WebLogic Integration Studio でアプリ ケー
シ ョ ン ビューのサービス と イベン ト を使用するビジネス  プロセス  ワークフロー
を設計するのが、 最も簡単な方法です。

WebLogic Integration Studio は、 ビジネス プロセス  ワークフローを設計するため
のグラフ ィ カル ユーザ インタフェース （GUI） です。 ワークフローには、
WebLogic Integration によって定義したアプリ ケーシ ョ ン ビューのサービスおよ
びイベン ト を組み込むこ とができます。 詳細については、 『WebLogic Integration 
Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

WebLogic Integration Studio でアプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスを呼び出した
り、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー イベン ト を受信するには、 以下の前提条件を満た
しているこ と を確認する必要があ り ます。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューの作成と、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューに対するサー
ビス と イベン トの定義が済んでいる こ と。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューとそのアダプタが正常に機能し、 保存されている こ
と。 実行中のワークフローからアプ リ ケーシ ョ ン  ビューのサービスおよびイ
ベン ト を呼び出す場合には、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューのデプロイ も必要で
す。

� BPM および Application Integration 機能が使用可能であるこ と。

� Application Integration のプラグインがロード されているこ と。

� 定義するワークフローに必要なビジネス  ロジッ クに関する情報を適切なビジ
ネス  アナ リ ス ト から入手しているこ と。

� ワークフロー テンプレート定義が開いているこ と。
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タスク  1 : アプリケーシ ョ ン  ビュー サービスを呼び出すタスク  ノー ドの設定
ワークフローのセッ トアップ タスク

以下の節では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービスおよびイベン ト を使用する
ワークフローをセッ ト アップする と きに実行する  4 つのタスクについて説明しま
す。

� タスク  1 : アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスを呼び出すタスク  ノードの設
定

� タスク  2 : 非同期アプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスからの応答を待機するイ
ベン ト  ノードの設定

� タスク  3 : アプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト によって開始されるワークフ
ローの作成

� タスク  4 : アプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト を待機するイベン ト  ノードの
設定

これらのタスクは自由に組み合わせて実行し、 独自のワークフローを作成できま
す。

このマニュアルでは、 WebLogic Integration で提供されている  Business Process 
Management (BPM) 機能の使い方を完全に説明しているわけではあ り ません。 詳
細については、 『WebLogic Integration チュート リ アル』 を参照して ください。

タスク  1 : アプリケーション ビュー サービ
スを呼び出すタスク  ノードの設定

オーガニゼーシ ョ ンにおいて、 ワークフローの中からアプ リ ケーシ ョ ン ビュー
のサービスを呼び出すこ とが必要になる場合があ り ます。 そのよ う な呼び出しが
できるよ うにするには、 ワークフローにタス ク  ノードを追加し、 以下に該当す
るアプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスのアクシ ョ ンをそのタスク  ノードに追加し
ます。 ワークフローを保存してアクテ ィブ化すれば、 タスク  ノードの実行時に
常にこのアプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスが呼び出されるよ うにな り ます。
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アプリケーション ビューのサービスを呼び出すタ
スク ノードの設定手順

アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスを呼び出すタスク  ノードを作成する手順は、
次のとおりです。

1. WebLogic Integration Studio で、 テンプレー ト定義を開きます。 [ ワークフ
ロー設計 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

2. タスク  ノードがない場合は作成します。

3. アプリ ケーシ ョ ン ビューのサービスを呼び出す [ タスク ] ノードをダブルク
リ ッ ク します。 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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4. [ アクシ ョ ン ] 領域で、 どのタブからサービスを呼び出すのかを選択します。
選択肢は、 ビジネス  プロセスによって異なり ます。

5. [追加 ] をク リ ッ ク します。 [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

6. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから、 [AI アクシ ョ ン｜アプリ ケーシ ョ ン ビュー 
サービスの呼び出し ] の順に選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。 [サービス
の呼び出し ] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。
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7. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 呼び出しの対象となるサービスを探し、 これを選
択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーでは、 各アプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスがフォル
ダ （例 : Test2） 別、 およびアプリ ケーシ ョ ン  ビュー （例 : Test） 別に編成さ
れています。 すべてのアプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスは、 ナビゲーシ ョ
ン ツ リーの最下位レベルに表示されます。

注意 : 任意の時点で、 保存されたアプリ ケーシ ョ ン  ビューと イベン トの最
新状況をチェ ッ クするには、 [ ツ リーの更新 ] をク リ ッ ク します。
ナビゲーシ ョ ン ツ リーが表示されない、 または表示が狭すぎる場合
は、 長すぎる  XML 変数名または文字列変数名が含まれている こ とが
考えられます。 その場合、 XML 変数または文字列変数の名前を短 く
して ください。

8. [要求ドキュ メ ン ト変数 ] リ ス ト から、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービスの
入力データを含む既存の XML 変数を選択します。

9. 該当する  XML 変数が存在しない場合は、 <new> を選択して [変数プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスを開き、 新しい XML 変数を作成します。
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10. [名前 ] フ ィールドに、 変数名を入力します。

11. [型 ] メニューから  [XML] を選択します （このメニューの選択肢は、 [XML] 
のみ）。

新しい変数の定義方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド』 を参照して ください。

12. [OK] をク リ ッ ク します。 [サービスの呼び出し ] ダイアログ ボッ クスに戻 り
ます。

13.指定されたサービスのサービス要求テンプレー ト を作成する、 または既存の
サービス要求テンプレート を修正するには、 次のいずれかを選択します。

� [Set] －テンプレー ト を作成する

� [Edit] －既存のテンプレート を編集する

どちらの項目を選択しても、 [ サービス要求テンプレー ト ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。
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[ サービス要求テンプレー ト ] ダイアログ ボッ クスには、 手順 11 で指定され
たタイプのすべてのサービス要求に使用されるテンプレー トが表示されま
す。 このテンプレー トは、 サービスに関する入力スキーマが基準になってい
ます。

このアクシ ョ ンが実行される と、 指定された要求ドキュ メ ン ト変数にテンプ
レー ト  データが割り当てられ、 サービス用の入力ドキュ メ ン ト と して使用さ
れます。 このテンプレー トは、 その変数に対する既存のすべての設定をオー
バーライ ド します （テンプレー ト を設定し、 かつ新しい入力変数ではな く既
存の入力変数を使用したい場合、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスの呼び
出し ] を削除し、 再作成するのが最も簡単な方法）。

[Service Request Template] ダイアログ ボッ クスの使用方法については、
『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

14. [OK] をク リ ッ ク します。 [ サービスの呼び出し ] ダイアログ ボッ クスに戻 り
ます。

15.入力ドキュ メ ン ト の XML スキーマを検証する必要がある場合は、 [要求定義
の表示 ] を選択します。 [View Definition] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。
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16.終了したら  [閉じる ] をク リ ッ ク します。

17. [同期 ] または [非同期 ] を選択して、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを同期的また
は非同期的に呼び出します。

注意 : ノードがサービスを同期的に呼び出す場合、 ワークフローは、 サービ
スが応答ドキュ メ ン ト を返すのを待ってから処理を続行します。 ノー
ドが非同期的にサービスを呼び出す場合、 ワークフローは、 応答を待
機せずに処理を続行します。

18.同期サービスで応答データを格納する必要のある場合、 [応答ドキュ メ ン ト
変数 ] リ ス ト から事前定義された  XML 変数を選択します。 Studio がアプ リ
ケーシ ョ ン ビュー サービスから応答を受信する と、 その応答データは応答
ドキュ メ ン ト変数に格納されます。 応答データが必要ない場合は、 この
フ ィールドを空白のままにします。

19.該当する  XML 変数が存在しない場合は、 <new> を選択して [変数プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスを開き、 新しい XML 変数を作成します。 詳細に
ついては、 「アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのサービスを呼び出すタスク  ノードの
設定手順」 の手順 9. を参照して ください。

新しい変数の定義方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド』 を参照して ください。

20.応答ドキュ メ ン トの XML スキーマを検証する必要がある場合は、 [応答定義
の表示 ] をク リ ッ ク します。 [View Definition] ダイアログ  ボッ ク スが表示さ
れます。
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21.終了したら  [閉じ る ] をク リ ッ ク します。

22.非同期サービスで要求 ID を格納する必要がある場合、 [要求 ID 変数 ] リ ス
ト から事前定義され文字列変数を選択します。

23.該当する文字列変数が存在しない場合は、 <new> を選択して [変数プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスを開き、 新しい文字列変数を作成します。

24. [名前 ] フ ィールドに、 変数名を入力します。

25. [型 ] メニューから  [String] を選択します （このメニューの選択肢は、

[String] のみ）。

新しい変数の定義方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド 』 を参照して ください。
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注意 : タスク  ノードを設定して非同期アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスを
呼び出すと、 結果が Studio に返されます。 ワークフローは、 選択さ
れた要求 ID 変数によってこの応答を識別します。 イベン ト  ノードを
設定して応答を受信するには、 イベン ト  ノードに対して、 必ず同一
の要求 ID 変数を使用する必要があ り ます。 このよ う なイベン ト  ノー
ドの作成方法については、 3-11 ページの 「タスク  2 : 非同期アプリ
ケーシ ョ ン ビュー サービスからの応答を待機するイベン ト  ノードの
設定」 を参照して ください。

26. [OK] をク リ ッ ク してアクシ ョ ンを保存します。

27. [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [OK] をク リ ッ ク して ノード
を保存します。

タスク  2 : 非同期アプリケーシ ョン ビュー 
サービスからの応答を待機するイベン ト  
ノードの設定

この節では、 非同期アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスの応答を受信する方法と、
その際に発生する可能性のあるエラーの処理方法について説明します。

ワークフロー内で、 アクシ ョ ンの実行時にアプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスが
非同期的に呼び出される と、 常にアプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスが応答を返
します。 応答が必要な場合、 その応答を待機する、 対応する非同期イベン ト  
ノードを設定する必要があ り ます。 この節では、 イベン ト  ノードが、 エラー 
チェ ッ クを行わずにアプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスの応答を受信する といっ
た非常に単純なシナ リオについて説明します。

非同期イベン ト  ノードを設定して非同期アプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスから
の応答を待機するには、 イベン ト  ノードを作成し、 次にタイプが AI Async 
Response のイベン ト を待機するよ うにイベン ト  ノードをコンフ ィ グレーシ ョ ン
します。
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応答受信のコンフ ィグレーション

非同期サービス応答を受信するイベン ト  ノードを設定するには、 以下のいずれ
かの方法を使用できます。

� [応答ドキュ メ ン ト （推奨） ] タブを選択する （推奨方法）。 次に要求 ID 変数
（文字列） と応答ドキュ メ ン ト変数 （XML 型） を選択します。 この方法の詳
細については、 3-13 ページの 「非同期サービス応答受信のコンフ ィグレー

シ ョ ン手順 （推奨方法）」 を参照して ください。

� [非同期変数 （レガシー） ] タブを使用する （従来の方法）。 次に、 要求 ID 変
数、 非同期サービス応答変数 （文字列）、 および非同期サービス応答変数
（AsyncServiceResponse タイプ） を選択します。 この方法の詳細については、
3-17 ページの 「非同期サービス応答受信のコンフ ィグレーシ ョ ン手順 （従来

の方法）」 を参照して ください。

注意 : [応答ドキュ メ ン ト ] タブを使用する方法をお勧めします。 この方法
は、 非同期応答と同期応答の両方の受信に対応しているからです。 こ
の方法を使用する場合は、 応答が非同期的か同期的かとい う こ とには
無関係に XML ドキュ メ ン トが受信されます。 したがって、 非同期
サービスの応答変数の値をクエ リする必要はあ り ません。

できる限り、 応答ドキュ メ ン ト変数を使用して、 非同期サービスの応答を受信し
て ください。 AI Async Response タイプのイベン ト を待機するサービスをコン
フ ィ グレーシ ョ ンするには、 [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを使
用します。 このダイアログ  ボッ クスで応答を受信する非同期変数を使用するオ
プシ ョ ンが提供される場合があ り ます （提供されない場合もある）。 このオプ
シ ョ ンが使用可能かど うかは、 以下の条件によって決ま り ます。

� 応答を受信する非同期サービス応答変数を使用するよ うに設定された既存の 
AI Async Response イベン ト  ノードを編集する場合、 [ イベン ト のプロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスに 2 つのタブが表示されます。 [非同期変数 （レ

ガシー ] タブ （従来の方法） と  [応答ドキュ メ ン ト ] タブ （推奨方法） の 2 
つです。 したがって、 サービス応答受信のコンフ ィグレーシ ョ ンに使用でき
る方法は、 この場合 2 つあ り ます。

� 非同期サービス応答変数を使用していない既存の AI Async Response イベン
ト  ノードを編集する、 または新しい AI Async Response イベン ト  ノードを
作成する場合、 [ イベン トのプロパティ ] ダイアログ ボッ クス内に、 タブの
ないダイアログ ボッ クスが表示されます。 この場合、 サービス応答を受信す
る応答ドキュ メ ン ト を設定する必要があ り ます （推奨方法）。
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非同期アプリケーション ビュー サービス応答での
エラー処理

このタスクでは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービス応答に対するエラー処理の
コンフ ィグレーシ ョ ンは含まれませんが、 通常、 自分のワークフロー内でエラー
を処理したい、 と考えるでし ょ う 。 AsyncServiceResponse 変数を使用するワー
クフロー内で、 非同期サービス応答のエラーを処理するには、 Application 
Integration のプラグインに実装されている機能を使用できます。

Application Integration プラグインには、 変数タイプ AsyncServiceResponse と次
の 3 つの関数が実装されています。

� AIHasError()

� AIGetErrorMsg()

� AIGetResponseDocument()

これらの関数の詳細については、 3-19 ページの 「Application Integration プラグ
インに実装される関数」 を参照して ください。

非同期サービス応答受信のコンフ ィグレーション手
順 （推奨方法）

非同期イベン ト  ノードを設定して非同期アプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスから
の応答を待機するには、 イベン ト  ノードを作成し、 次にタイプが AI Async 
Response のイベン ト を待機するよ うにイベン ト  ノードをコンフ ィ グレーシ ョ ン
します。

非同期サービス応答の受信に XML 変数を使用するイベン ト  ノードを設定する手
順は、 次のとおりです。

1. WebLogic Integration Studio で、 ワークフロー テンプレー ト定義を開きます。
[ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。
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2. イベン ト  ノードがない場合はこ こで作成します。 このイベン ト  ノードは、
指定されたアプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスからの非同期応答を待機しま
す。

3. イベン ト  ノードをダブルク リ ッ ク します。 [ イベン ト のプロパティ ] ダイア
ログ  ボッ クスが表示されます。
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4. （省略可能） [ 説明 ] フ ィールドに名前を入力します。

5. [型 ] リ ス ト から、 [Al 非同期応答 ] を選択します。

6. [応答ドキュ メ ン ト （推奨） ] タブを選択します。

注意 : ワークフローに AsyncServiceResponse 変数が使用されていない場合、
または新しい [Al 非同期応答 ] イベン ト  ノードを作成する場合は、 [
イベン トのプロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスの中に、 タブのないダイ
アログ ボッ クスが表示されます。 このダイアログ  ボッ クスを使用し
て、 サービス応答を受信する応答ドキュ メ ン ト を設定します （この方
法を推奨する）。

7. [要求 ID 変数 ] リ ス トから、 定義済みの文字列変数を選択します。
WebLogic Integration のプロセス  エンジンでは、 この変数に格納された ID に
一致する  ID を持つ非同期応答を リ スンします。
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8. 該当する文字列変数が存在しない場合は、 <new> を選択して [変数プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスを開き、 新しい文字列変数を作成します。 詳細に
ついては、 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューのサービスを呼び出すタスク  ノードの
設定手順」 の手順 23. を参照して ください。

新しい変数の定義方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド 』 を参照して ください。

注意 : このイベン ト  ノードの目的は、 ワークフロー内で以前に非同期的に
呼び出されたアプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスの呼び出しアクシ ョ
ンに対する応答を待機するこ とです。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サー
ビスの呼び出しアクシ ョ ンによ り、 要求 ID 変数が設定されます。 こ
のアクシ ョ ン と イベン ト  ノードは、 両方で同じ リ クエス ト  ID 変数を
使用している場合に限って連動できます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー 
サービスの呼び出しアクシ ョ ンの設定方法については、 3-3 ページの
「タスク  1 : アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスを呼び出すタスク  ノー
ドの設定」 を参照して ください。

9. 非同期サービスで応答データを格納する必要のある場合、 [応答ドキュ メン
ト変数 ] リ ス ト から事前定義した XML 変数を選択します。 これで WebLogic 
Integration がアプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスから応答を受信する と、 その
応答データは応答ドキュ メ ン ト変数に格納されます。 応答データが必要でな
い場合は、 この手順は省略して ください。

10.該当する  XML 変数が存在しない場合は、 <new> を選択して [変数プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスを開き、 新しい XML 変数を作成します。 詳細に
ついては、 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューのサービスを呼び出すタスク  ノードの
設定手順」 の手順 9. を参照して ください。

新しい変数の定義方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド 』 を参照して ください。

11. [OK] をク リ ッ ク して、 イベン ト  ノードを保存します。
3-16 Application Integration ユーザーズ ガイド



タスク  2 : 非同期アプリケーシ ョ ン  ビュー サービスからの応答を待機するイベン ト
非同期サービス応答受信のコンフ ィグレーション手
順 （従来の方法）

非同期サービスの応答を受信する場合、 XML タイプの応答ドキュ メ ン ト変数を
使用するこ とをお勧めします。 ただし、既存のワークフロー内に非同期イベン ト  
ノードがあ り、 AsynchServiceResponse 変数を使用して、 非同期アプリ ケーシ ョ
ン ビュー サービスからの応答を待機するよ うに設定されている場合、 そのイベ
ン ト  ノードを修正して使用するこ とができます。

非同期サービス応答の受信に AsyncServiceResponse 変数を使用するイベン ト  
ノードを修正する手順は、 次のとおりです。

1. WebLogic Integration Studio で、 ワークフロー テンプレー ト定義を開きます。
[ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。

2. 非同期イベン ト  ノードをダブルク リ ッ ク します。 [ イベン トのプロパテ ィ ] 
ダイアログ  ボッ クスが表示されます。
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3. [非同期変数 （レガシー） ] タブを選択します。

4. [要求 ID 変数 ] リ ス ト から、 定義済みの文字列変数を選択します。
WebLogic Integration では、 この変数に格納された  ID に一致する  ID を持つ
非同期応答を リ スンします。

注意 : このイベン ト  ノードの目的は、 ワークフロー内で以前に非同期的に
呼び出されたアプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスの呼び出しアクシ ョ
ンに対する応答を待機するこ とです。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サー
ビスの呼び出しアクシ ョ ンによ り、 要求 ID 変数が設定されます。 こ
のアクシ ョ ン と イベン ト  ノードは、 両方で同じ リ クエス ト  ID 変数を
使用している場合に限って連動できます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー 
サービスの呼び出しアクシ ョ ンの設定方法については、 3-3 ページの
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「タス ク  1 : アプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービスを呼び出すタスク  ノー
ドの設定」 を参照して ください。

5. [非同期サービス応答変数 ] リ ス ト から、 応答データを格納する  
AsyncServiceResponse 変数を選択します。

注意 : 既存の非同期イベン ト  ノードを修正する場合、 [非同期サービス応答
変数 ] フ ィールドは既にデータが表示されているはずです。 応答デー
タが必要ない場合は、 [応答ドキュ メ ン ト （推奨） ] タブを選択しま
す。 推奨方法の詳細については、 3-13 ページの 「非同期サービス応

答受信のコンフ ィ グレーシ ョ ン手順 （推奨方法）」 を参照して くださ
い。

6. [OK] をク リ ッ ク して、 イベン ト  ノードを保存します。

Application Integration プラグインに実装される
関数

企業で AI Async Response 変数を使用しており、 Application Integration プラグイ
ンの使用時にそれらの変数を取り出したい場合は、 次の関数を使用します。

� AIHasError()

� AIGetErrorMsg()

� AIGetResponseDocument()

上記の関数を使用して、 正常条件またはエラー条件を処理するための分岐ノード
を設定できます。

注意 : これらの関数が使用できるのは、 Application Integration プラグインが
インス トールされている場合に限り、 対象となるのは非同期サービス
応答を受信するのに非同期変数を使用する方法だけです。 詳細につい
ては、 3-17 ページの 「非同期サービス応答受信のコンフ ィ グレー

シ ョ ン手順 （従来の方法）」 を参照して ください。

AIHasError()

非同期サービス応答ステータスを判断するには、 AIHasError() を使用します。
次の表には、 この関数の詳細が示されています。
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AIGetErrorMsg()

非同期アプリ ケーシ ョ ン ビュー サービスから返されたエラー メ ッセージ文字列
を読み込むには、 AIGetErrorMsg() を使用します。 次の表には、 この関数の詳
細が示されています。

オペランド AsyncServiceResponse 変数

前提条件 � タイプが AsyncServiceResponse の変数が作成されて
いる こ と。

� 非同期アプ リケーシ ョ ン  ビュー サービスが呼び出さ
れている こ と。

� アプ リケーシ ョ ン  ビュー サービスによって返された
応答が、 AsyncServiceResponse 変数に格納されている
こ と。

戻り値 Boolean

出力データの説明 False －非同期アプ リケーシ ョ ン  ビュー サービスの呼び
出しに成功。

True －非同期アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービスの呼び
出しに失敗。

オペランド AsyncServiceResponse 変数

前提条件 � タイプが AsyncServiceResponse の変数が作成されて
いる こ と。

� 非同期アプ リケーシ ョ ン  ビュー サービスが呼び出さ
れている こ と。

� アプ リケーシ ョ ン  ビュー サービスによって返された
応答が、 AsyncServiceResponse 変数に格納されている
こ と。

戻り値 文字列
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AIGetResponseDocument()

非同期アプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスから返された XML 応答ドキュ メ ン ト
を読み込むには、 AIGetResponseDocument() を使用します。 次の表には、 この
関数の詳細が示されています。

タスク  3 : アプリケーション ビュー イベン
トによって開始されるワークフローの作成

時と して、 指定されたアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー イベン トが発生するたびに一定
のワークフローが開始するよ うに設定したい場合があ り ます。 そのよ う なワーク

フローを作成するには、 そのワークフローがタイプ AI Start のイベン ト に応答す

出力データの説明 エラー文字列 －非同期アプリ ケーシ ョ ン  ビューの応答
に失敗した理由を説明するエラー文字列が返される。

空の文字列 －エラーはなし。

オペラン ド AsyncServiceResponse 変数

前提条件 � タ イプが AsyncServiceResponse の変数が作成されて
いる こ と。

� 非同期アプ リケーシ ョ ン ビュー サービスが呼び出さ
れている こ と。

� アプ リケーシ ョ ン  ビュー サービスによって返された
応答が、 AsyncServiceResponse 変数に格納されている
こ と。

戻り値 XML

出力データの説明 XML ドキュ メ ン ト  －非同期サービスの応答を表す XML 
ドキュ メ ン トが返される。

NULL －エラーが発生したため、 応答ドキュ メ ン トは返
されていない。
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るよ うにワークフローの開始ノードを編集し、 該当するアプリ ケーシ ョ ン 
ビュー イベン ト を選択します。 必要に応じて、 イベン トのフ ィルタ処理を実行
するための条件を設定できます。 このワークフローを保存してアクテ ィブ化する
と、 そのアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー イベン トが発生するたびに開始ノードが実行
されます。

アプリケーション ビュー イベントによって開始さ
れるワークフローの作成手順

アプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト によって起動される開始ノードを持つワーク
フローを設定する手順は、 次のとおりです。

1. WebLogic Integration Studio で、 テンプレー ト定義を開きます。 [ ワークフ
ロー設計 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

2. 開始ノードがない場合はこ こで作成します。 この開始ノードは、 ユーザが指
定したアプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト に応答します。

3. 開始ノードをダブルク リ ッ ク します。 [開始のプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ
クスが表示されます。
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4. （省略可能） [ 説明 ] フ ィールドに名前を入力します。

5. [ イベン ト ] をク リ ッ ク します。

6. [ イベン ト ] リ ス ト から、 [AI の起動 ] を選択します。

7. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー イベン ト を選択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーでは、 各アプリ ケーシ ョ ン  ビュー イベン ト がフォル
ダ （この前の [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスに表示されている  
[EastCoast] フォルダおよび [Sales] フォルダなど） 別、 およびアプリ ケー
シ ョ ン ビュー （CustomerManagement など） 別に編成されています。 すべて
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のアプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン トは、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最下位レ
ベルに表示されます。

注意 : 任意の時点で、 保存されたアプリ ケーシ ョ ン  ビューと イベン トの最
新状況をチェ ッ クするには、 [ ツ リーの更新 ] をク リ ッ ク します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーが表示されない、 または表示が狭すぎる場合は、 長す
ぎる  XML 変数名または文字列変数名が含まれているこ とが考えられます。
その場合、 XML 変数または文字列変数の名前を短 く して ください。

8. [ キー値表現 ] フ ィールドで、 イベン トのキー値を定義します。 キー値を表す
文字列を入力するか、 実行時に評価され、 キー値を生成する式を作成します
（[A + B] オプシ ョ ンを選択すれば [Expression Builder] ダイアログ ボッ クス
が表示されるので、 こ こで適切な式を作成します）。 WebLogic Integration が
イベン ト を起動するためには、 こ こに指定するキー値が、 着信イベン トの 
XML 内の要素と一致する必要があ り ます。

また、 WebLogic Integration が、 指定したキー値と着信イベン ト に対する  
XML メ ッセージのキー値を比較できるよ うに、 着信キー値を検索する式を
定義する必要があ り ます。 キー値式がない場合、 式を作成するよ うに求めら
れます。 作成しなければイベン トは保存できません。

[Event Descriptor for AI Events] は、 次の形式によるアプ リ ケーシ ョ ン  
ビュー イベン ト の完全修飾名です。

namespace.application view name.event

Root は、 この完全修飾イベン ト名には含まれません。 [Event Descriptor] 
フ ィールドは、 キー値式が直接 [ イベン ト ] ダイアログ ボッ クスから作成さ
れた場合、 自動的に入力されます。 内容とは無関係に、 指定したアプリ ケー
シ ョ ン ビュー イベン ト のインスタンスごとに受け入れる場合は、 この
フ ィールドを空白にしておきます。

9. 必要に応じてイベン トにフ ィルタ処理を設定します。 フ ィルタ処理する方法
には、 [条件 ] フ ィールドに条件を入力する方法と、 [A + B] オプシ ョ ンを選
択して [Expression Builder] ダイアログ  ボッ ク スを表示し、 該当する式を作
成する方法とがあ り ます。

条件の設定と  XPath 式の詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユー
ザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

10. [ イベン ト  ドキュ メ ン ト変数 ] リ ス トから、 XML 変数を選択します。 開始
ノードが受信したアプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト のデータが、 この変数
に格納されます。 イベン ト  データが必要ない場合は、 この手順を省略して く
ださい。
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11.該当する  XML 変数が存在しない場合は、 <new> を選択して [変数プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスを開き、 新しい XML 変数を作成します。 詳細に
ついては、 「アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのサービスを呼び出すタスク  ノードの
設定手順」 の手順 9. を参照して ください。

新しい変数の定義方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド』 を参照して ください。

12. イベン ト  ドキュ メ ン トの XML スキーマを検証する必要がある場合は、 [
ビュー定義 ] をク リ ッ ク します。 [ ビュー定義 ] ダイアログ  ボッ クスが表示
されます。

13. [閉じる ] をク リ ッ クする と、 [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスに戻
り ます。

14. [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [OK] をク リ ッ ク します。 新規
または修正した開始ノードが保存されます。
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タスク 4 : アプリケーシ ョン ビュー イベン
トを待機するイベン ト  ノードの設定

ワークフローでは、 時と してアプ リ ケーシ ョ ン ビュー イベン トによって起動さ
れるイベン ト  ノードを設定したい場合があ り ます。 そのよ う な ノードを作成す
るには、 AI Event タイプのイベン ト に応答するよ うにイベン ト  ノードを編集し、
それから該当するアプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト を選択します。 必要に応じ
て、 目的のアプリ ケーシ ョ ン  ビュー イベン ト にフ ィルタ処理をするための条件
を設定できます。 ワークフローを保存してアクテ ィブ化する と、 ワークフローは
このイベン ト  ノードまで進み、 指定されたアプ リ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト を
待機してから処理を続行します。

アプリケーション ビュー イベントを待機するノー
ドの設定手順

アプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン ト によって起動されるイベン ト  ノードを設定す
る手順は、 次のとおりです。

1. WebLogic Integration Studio で、 テンプレー ト定義を開きます。 [ ワークフ
ロー設計 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。
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2. イベン ト  ノードがない場合はこ こで作成します。 このイベン ト  ノードは、
指定されたアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー イベン トによって起動されます。

3. イベン ト  ノードをダブルク リ ッ ク します。 [ イベン トのプロパティ ] ダイア
ログ ボッ クスが表示されます。

4. （省略可能） [ 説明 ] フ ィールドに名前を入力します。

5. [型 ] リ ス ト から、 [AI イベン ト ] を選択します。

6. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー イベン ト を選択します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーでは、 各アプリ ケーシ ョ ン  ビュー イベン ト がフォル
ダ （この前の [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスに表示されている  
[EastCoast] フォルダおよび [Sales] フォルダなど） 別、 およびアプリ ケー
シ ョ ン ビュー （CustomerManagement など） 別に編成されています。 すべて
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のアプリ ケーシ ョ ン ビュー イベン トは、 ナビゲーシ ョ ン ツ リーの最下位レ
ベルに表示されます。

注意 : 任意の時点で、 保存されたアプリ ケーシ ョ ン  ビューと イベン トの最
新状況をチェ ッ クするには、 [ ツ リーの更新 ] をク リ ッ ク します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーが表示されない、 または表示が狭すぎる場合は、 長す
ぎる  XML 変数名または文字列変数名が含まれているこ とが考えられます。
その場合、 XML 変数または文字列変数の名前を短 く して ください。

7. [ キー値表現 ] フ ィールドで、 イベン トのキー値を定義します。 キー値を表す
変数または文字列を入力するか、 実行時に評価され、 キー値を生成する式を
作成します （[A + B] オプシ ョ ンを選択すれば [Expression Builder] ダイアロ
グ  ボッ ク スが表示されるので、 こ こで適切な式を作成する）。 WebLogic 
Integration がイベン ト を起動するためには、 こ こに指定するキー値が、 着信
イベン ト の XML 内の要素と一致する必要があ り ます。

また、 WebLogic Integration が、 指定したキー値と着信イベン ト に対する  
XML メ ッセージのキー値を比較できるよ うに、 着信キー値を検索する式を
定義する必要があ り ます。 キー値式がない場合、 式を作成するよ うに求めら
れます。 作成しなければイベン トは保存できません。

[Event Descriptor for AI Events] は、 次の形式によるアプ リ ケーシ ョ ン  
ビュー イベン ト の完全修飾名です。

namespace.application view name.event

Root は、 この完全修飾イベン ト名には含まれません。 [Event Descriptor] 
フ ィールドは、 キー値式が直接 [ イベン ト ] ダイアログ ボッ クスから作成さ
れた場合、 自動的に入力されます。 内容とは無関係に、 指定したアプリ ケー
シ ョ ン ビュー イベン ト のインスタンスごとに受け入れる場合は、 この
フ ィールドを空白にしておきます。

8. 必要に応じてイベン トにフ ィルタ処理を設定します。 フ ィルタ処理する方法
には、 [条件 ] フ ィールドに条件を入力する方法と、 [A + B] オプシ ョ ンを選
択して [Expression Builder] ダイアログ  ボッ ク スを表示し、 該当する式を作
成する方法とがあ り ます。

条件の設定と  XPath 式の詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユー
ザーズ ガイ ド』 を参照して ください。
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9. [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ イベン ト  ドキュ メ ン ト
変数 ] リ ス ト から  XML 変数を選択します。 開始ノードが受信したアプリ
ケーシ ョ ン ビュー イベン ト のデータが、 この変数に格納されます。 イベン
ト  データを保存する必要がない場合は、 この手順を省略して ください。

10.該当する  XML 変数が存在しない場合は、 <new> を選択して [変数プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスを開き、 新しい XML 変数を作成します。 詳細に
ついては、 「アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのサービスを呼び出すタスク  ノードの
設定手順」 の手順 9. を参照して ください。

新しい変数の定義方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド』 を参照して ください。

11. イベン ト  ドキュ メ ン トの XML スキーマを検証する必要がある場合は、 [
ビュー定義 ] をク リ ッ ク します。 [ ビュー定義 ] ダイアログ  ボッ クスが表示
されます。

12.終了したら  [閉じる ] をク リ ッ ク します。

13. [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [OK] をク リ ッ ク します。
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ワークフロー内におけるアプリケーション 
ビューのローカル ト ランザクシ ョンの処理

LocalTransaction インタフェースは、CCI (Common Client Interface) 接続ク ラスに
よってアダプタ  ク ラ イアン トに公開されます。 現在、 アプ リ ケーシ ョ ン ビュー 
インタフェースでは、 CCI LocalTransaction インタフェースは使用しません。
ローカル ト ランザクシ ョ ンを管理するには、 ユーザはまず接続オブジェク ト か
ら  LocalTransaction を入手する必要があ り ます。

ローカル ト ランザクション管理規約

ローカル ト ランザクシ ョ ン管理規約は、 アダプタが、 その リ ソース  マネージャ
で実行されるローカル ト ランザクシ ョ ンをサポートするために  
javax.resource.spi.LocalTransaction を実装する場合に作成されます。 こ
のタイプの規約によって、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバが ト ランザクシ ョ ン管理の
インフラス ト ラ クチャ と実行時環境を整えられます。 アプ リ ケーシ ョ ン  コン
ポーネン トはこの ト ランザクシ ョ ン インフラス ト ラ クチャを利用して、 コン
ポーネン ト レベルの ト ランザクシ ョ ン モデルをサポート します。

ト ランザクシ ョ ン境界設定の詳細については、 以下を参照して ください。

http://java.sun.com/blueprints/guidelines/designing_enterprise_ap
plications/transaction_management/platform/index.html

ユーザ定義のト ランザクション境界設定がないロー

カル ト ランザクションのコネクタ  サポート

以下に示すのは、 Application Integration プラグイン内でアプリ ケーシ ョ ン 
ビューのローカル ト ランザクシ ョ ンをサポートする場合のシナ リオです。 この
シナ リオは、 コネク タがローカル ト ランザクシ ョ ンだけをサポートするため、
EJB ト ランザクシ ョ ンの TX_REQUIRES_NEW に類似しています。
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このシナ リオでは、 コネク タはローカル ト ランザクシ ョ ンだけをサポート し、
BPM 設計者はローカル ト ランザクシ ョ ンの開始と終了の境界を明示的に設定し
ません。WebLogic Integration では、 LocalTransaction オブジェ ク ト の周囲に XA 
ラ ッパーを配置するこ とによ り、 コネク タがグローバル ト ランザクシ ョ ンに参
加できます。 XA ラ ッパーは、 LocalTransaction インスタンスに委託できない 
XAResource インタフェース上のすべてのメ ソ ッ ドに無演算命令を出します。
WebLogic Integration では、 ト ランザクシ ョ ン チェーンに組み込める非 XA リ
ソースは 1 つだけです。 したがって、 ユーザがワークフロー内に設定できるアプ
リ ケーシ ョ ン  ビュー LocalTransaction は 1 つだけです。

XA ト ランザクションのコネクタ  サポート

このシナ リオでは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービスは、 ローカル ト ランザク
シ ョ ン内では呼び出されません。 各サービス呼び出しは、 リ ソース  アダプタが 
XA をサポート しているため、 自動的にグローバル XA ト ランザクシ ョ ンに追加
されます。
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4 カスタム コードの作成によるアプ
リケーション ビューの使用方法

開発者は、 カスタム  コードを作成してアプリ ケーシ ョ ン  ビューを修正できます。
Application View Console でほとんどのアプリ ケーシ ョ ン  ビュー機能を使用でき
ますが、 一部にはカスタム コードを作成しなければ使用できない機能もあ り ま
す。

この章ではカスタム  コードが使用される例と して  2 つのシナ リオを提示します。

� シナ リオ 1: 特定の資格に基づいた接続の作成

� シナ リオ 2: ビジネス プロセスのカスタム コードの作成

シナリオ 1: 特定の資格に基づいた接続の作
成

アプ リ ケーシ ョ ン ビューのサービスを呼び出す前に、 そのビューに対して一定
のセキュ リ テ ィ  レベルを設定する必要がある場合、 該当するに資格を設定する
こ とによ り、 セキュ リ テ ィ を設定できます。 資格設定には、 ApplicationView 
メ ソ ッ ドの setConnectionSpec() および getConnectionSpec() を使用しま
す。 どちらのメ ソ ッ ドでも  ConnectionSpec オブジェ ク トが使用されます。

ConnectionSpec オブジェ ク ト をインスタンス化するには、 BEA WebLogic 
Integration Adapter Development Kit (ADK) に用意されている  
ConnectionRequestInfoMap ク ラスを使用するか、 または、 ユーザ独自のク ラ
スを実装するか、 のいずれかの方法によ り ます。 独自のク ラスを実装する場合

は、 ConnectionSpec、 ConnectionRequestInfo、 Map、 および Serializable 
の 4 つのインタフェースを組み込む必要があ り ます。
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ConnectionSpec の実装

setConnectionSpec() または getConnectionSpec() を使用する前に、
ConnectionSpec オブジェク ト をインスタンス化する必要があ り ます。 ADK で
用意されている  ConnectionRequestInfoMap ク ラスを使用するか、 またはユー
ザ独自のク ラスを作成します。

ConnectionSpec を実装する手順は次のとおりです。

1. ADK で用意されている  ConnectionRequestInfoMap ク ラスを使用するか、
独自のク ラスを実装するかを決定します。

2. 独自の ConnectionSpec ク ラスを実装する場合は、 そのク ラスに以下のイン
タフェースをインクルード して ください。

� ConnectionSpec (JCA ク ラス )

� ConnectionRequestInfo (JCA ク ラス )

� Map (SDK ク ラス )

� Serializable (SDK ク ラス )

setConnectionSpec() と  getConnectionSpec() の
呼び出し

ConnectionSpec ク ラスを実装して ConnectionSpec オブジェ ク ト をインスタン
ス化したら、 それら と次の ApplicationView メ ソ ッ ド と組み合わせて使用でき
ます。

� setConnectionSpec()

� getConnectionSpec()

以下に示すのは setConnectionSpec() のコードです。
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コード  リス ト  4-1   setConnectionSpec() のコード全文

/**
* EIS との接続に対して connectionSpec を設定する。ConnectionSpec
* の設定により、サービスの呼び出し時に、このクラスを使用して 
* との接続が確立される。接続スペックをクリアしてデフォルトの
* 接続パラメータを使用するには、NULL 値を使用してこのメソッドを呼び出す。
*
* EIS の @params connectionCriteria 接続基準。
*/
public void setConnectionSpec(ConnectionSpec connectionCriteria)
{
m_connCriteria = connectionCriteria;
}

以下に示すのは getConnectionSpec() のコードです。

コード  リス ト  4-2   getConnectionSpec() のコード全文

/**
* setConnectionSpec によって設定された ConnectionSpec が返される。
* ConnectionSpec が設定されていなければ、NULL 値が返される。
*
* @returns ConnectionSpec
*/
public ConnectionSpec getConnectionSpec()
{
return m_connCriteria;
}

ConnectionSpec クラスの使い方

ConnectionSpec を設定するには、適切に初期化した ConnectionSpec オブジェ
ク ト を ConnectionSpec に渡します。 ConnectionSpec を消去するには、 NULL 
値を持つ ConnectionSpec オブジェ ク ト を ConnectionSpec に渡します。

コード  リ ス ト  4-3 は、 ConnectionSpec の使用例を示しています。
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コード  リスト  4-3   ConnectionSpec クラスの使用例

Properties props = new Properties();
ApplicationView applicationView = new 
ApplicationView(getInitialContext(props),"appViewTestSend");

ConnectionRequestInfoMap map = new ConnectionRequestInfoMap();
// プロパティをここにマップする
map.put("PropertyOne","valueOne");
map.put("PropertyTwo","valueTwo");
.
.
.
//新しい接続スペックを設定する
applicationView.setConnectionSpec(map);

IDocumentDefinition requestDocumentDef = 
applicationView.getRequestDocumentDefinition("serviceName");

SOMSchema requestSchema = requestDocumentDef.getDocumentSchema();

DefaultDocumentOptions options = new DefaultDocumentOptions();
options.setForceMinOccurs(1);
options.setRootName("ROOTNAME");
options.setTargetDocument(DocumentFactory.createDocument());
IDocument requestDocument = requestSchema.createDefaultDocument(options);

requestDocument.setStringInFirst("//ROOT/ElementOne","value");
requestDocument.setStringInFirst("//ROOT/ElementTwo","value");
.
.
.
// サービス呼び出しで、この接続スペック セットを使って EIS に接続する
IDocument result = applicationView.invokeService("serviceName", 
requestDocument);
System.out.println(result.toXML());
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シナリオ 2: ビジネス プロセスのカスタム コードの作成
シナリオ 2: ビジネス プロセスのカスタム 
コードの作成

ビジネス  プロセスでアプリ ケーシ ョ ン  ビューを使用する最も簡単なのは、
WebLogic Integration Studio を使用する方法ですが、 どのよ う な場合でも代替方
法と してビジネス  プロセスを表すカスタム Java コードを作成できます。 カスタ
ム コードを作成する開発者は、 この節で提示される、 カスタム プロセスの作成
方法を示す簡単な例を参照、 検討して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを使用するための 2 つの方法の詳細な比較については、
1-8 ページの 「ビジネス プロセスの実装方法の選択」 を参照して ください。

このシナリオについて

CRM (Customer Relationship Management: 顧客関係管理 ) システムと  OP (Order 
Processing: 発注処理 ) システムを所有する企業がある と想定します。 経営陣は、
CRM システムで顧客が登録される と、 OP システムの対応する顧客レコードの
登録が連動して確実に起動されるよ うにしたいと考えます。 したがって、 経営陣
は開発者に対して、 この 2 つのシステムで管理される情報が常に同期を保つよ う
なビジネス  プロセスを作成するよ うに指示します。 付属の Java ク ラス 
SyncCustomerInformation によ り、 このビジネス  ロジッ クを実装します。

この例で、 カスタム  コードを使用して実行できるすべての処理が説明できるわ
けではあ り ません。 この例は、 あ く までオーガニゼーシ ョ ン独自のビジネス  プ
ロセスを実装する際の基本的な手順を紹介し、 実際のビジネス  プロセスのカス
タム コードを作成するにあたってのテンプレー ト と して提示するためのもので
す。

このシナ リオでは、 SyncCustomerInformation とい う特定のク ラス例を使用し
てカスタム コードの作成方法を説明します。 通常、 ビジネス  プロセス内でアプ
リ ケーシ ョ ン  ビューを使用するためのカスタム  コードを作成するには、 次の 2 
つの手順に従 う必要があ り ます。
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1. ビジネス プロセスを実装するアプリ ケーシ ョ ンを表現する  Java ク ラスがある
こ とを確認します。

2. その Java ク ラスの中に、 ビジネス  ロジッ クを実装するコードを定義します。

始める前に

カスタム コードを作成してビジネス  プロセスを実装する前に、 以下の前提条件
を満たす必要があ り ます。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューを作成し、 そのアプリ ケーシ ョ ン  ビューの中に 1 
つまたは複数のイベン ト またはサービスを定義する こ と。

� 定義するビジネス  プロセス ワークフローに必要なビジネス  ロジッ クに関す
る情報を、 適切なビジネス  アナ リ ス ト から入手するこ と。 ホス ト  サーバ名
とポー ト番号、 ユーザ ID とパスワードなど、 WebLogic Server との接続に必
要な情報をすべて把握しているこ と。

さ らに、 このシナ リオでは以下の前提条件を満たしているこ と を仮定していま
す。

� ソース  CRM システムおよび対象 OP システム用のアプ リ ケーシ ョ ン ビュー
が定義されていて、 正常に機能する こ と。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの定義方
法については、 2-1 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義」 を参照して
ください。

� どちらのアプ リ ケーシ ョ ン  ビューも  East Coast フォルダに配置されているこ
と。 ソース  アプリ ケーシ ョ ン  ビューの名前は 「East Coast.Customer Mgmt」
で、 対象アプ リ ケーシ ョ ン ビューの名前は 「East Coast.Order Processing」 で
す。

注意 : 実際のオーガニゼーシ ョ ンでは、独自のフォルダとアプ リ ケーシ ョ ン  
ビューが使用されます。

� 操作者が、 Application Integration API をよ く理解しているか、 またはこの 
API を理解している  Java プログラマと共に作業するこ と。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューが実装された Application Integration サーバと接続
するために必要な情報が、 すべて用意されているこ と。

注意 : 実際のオーガニゼーシ ョ ンの固有情報は、 システム管理者から入手し
て ください。
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SyncCustomerInformation クラスの作成

カスタム コードの作成を始める前に、 ビジネス  ク ラスに必要な各アプリ ケー
シ ョ ンを表現する  Java ク ラスを準備する必要があ り ます。 必要な  Java ク ラスが
ない場合は、 こ こでそれらを作成します。 この例では、
SyncCustomerInformation とい う アプ リ ケーシ ョ ン  ク ラスを呼び出します。 も
ちろん、 実際の独自コードでは異なる変数名を使用します。
SyncCustomerInformation Java ク ラスを作成する手順は次のとおりです。

1. この Java アプリ ケーシ ョ ン  ク ラスのソース  コード全文については、 4-9 ペー
ジの 「サンプル Java ク ラスのコード」 を参照して ください。

注意 : 独自のプロジェ ク ト を開始する場合、 SyncCustomerInformation 
コードをテンプレー ト または参考ガイ ド と して使用して ください。
コード例の SyncCustomerInformation には詳細なコ メ ン トが付いて
います。

2. East Coast.New Customer を リ スンするコードを作成します。

3. WebLogic Server 内で NamespaceManager (変数名 m_namespaceMgr) および 
ApplicationViewManager (変数名 m_appViewMgr) への参照を取得します。
この手順を実行するには、 WebLogic Server から  JNDI ルッ クアップを使用
します。

4. NamespaceManager を使って  nm.getRootNamespace() を呼び出し、 ルー ト  
ネームスペースの参照を取得します。 この参照は、 root とい う変数に格納さ
れます。

5. root 変数を使用して、 root.getNamespaceObject(摘 ast Coastî) を呼び
出し、 East Coast ネームスペースへの参照を取得します。 この参照は、
eastCoast とい う変数に格納されます。

6. eastCoast 変数を使用して、 顧客管理の ApplicationView への一時参照を
取得し、 それを  custMgmtHandle とい う変数に格納します。

7. この custMgmtHandle 一時参照を使用して、 顧客管理用の 
ApplicationView インスタンスへの参照を取得します。 具体的には、
avm.getApplicationViewInstance 

(custMgmtHandle.getQualifiedName()) と して、
ApplicationViewManager を呼び出します。 返された参照を  custMgmt とい
う変数に格納します。
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8. custMgmt.addEventListener(哲 ew Customerî, listener) を呼び出し、
listener を  New Customer イベン トに応答できるオブジェ ク ト で置換して 
New Customer のリ スンを開始します （イベン ト  リ スナと  EventListener イ
ンタフェースに関する詳細は、 Application Integration API を参照）。

9. リ スナ ク ラスの onEvent メ ソ ッ ドを実装します。

New Customer イベン ト を受信する と、 リ スナの onEvent メ ソ ッ ドが呼び出
されます。

onEvent メ ソ ッ ドは、 イベン ト に応答する メ ソ ッ ドを呼び出します。 この例
では、 onEvent メ ソ ッ ドを使用して、 そのイベン トに関連するデータを格納
するイベン ト  オブジェ ク ト を提供します。 このイベン トに応答する メ ソ ッ ド
は、 handleNewCustomer とい う名称になっています。

10. New Customer イベン トに応答する  handleNewCustomer メ ソ ッ ドを実装しま
す。 具体的には、 次のアクシ ョ ン シーケンスを実装するコードを作成しま
す。

a. handleNewCustomer メ ソ ッ ドによって、 イベン ト内で参照される  XML 
ドキュ メ ン ト を East Coast.Order Processing.Create Customer サービスから
要求される形式に変換する。 この変換処理は、 XSLT を使用して実行する
か、 カスタム変換コードを使用して手動で実行します。 変換後は、 East 
Coast.Order Processing.Create Customer サービスの リ クエス ト  ドキュ メ ン
ト に関するスキーマに準拠した XML ドキュ メ ン トにな り ます。 このド
キュ メ ン ト を  createCustomerRequest とい う変数に格納します。

b. handleNewCustomer は、 East Coast.Order Processing アプリ ケーシ ョ ン 
ビューへの参照を、 前述の East Coast.Customer Management アプリ ケー
シ ョ ン ビューの場合と同様に取得する。 この参照は、 orderProc とい う
変数に格納されます。

c. handleNewCustomer が orderProc.invokeService(鼎 reate 

Customerî, createCustomerRequest) を呼び出して、 East Coast.Order 
Processing アプリ ケーシ ョ ン  ビューの Create Customer サービスを呼び出
す。 createCustomerRequest は Create Customer サービスに対する要求
ドキュ メ ン ト を格納する変数です。 このサービスに関する応答ドキュ メ
ン トは、 createCustomerResponse とい う変数に格納されます。

d. handleNewCustomer は、 実行を終了し、 次の着信 New Customer イベン
ト で使用可能になる。
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この最後の手順が終了する と、 SyncCustomerInformation とい う新しい 
Java ク ラスが作成されたこ とにな り ます。 このク ラスによ り  Sync Customer 
Information ビジネス  ロジッ クが実装されます。 この 
SyncCustomerInformation ク ラスは、 Application Integration API を使用し
て CRM システムからイベン ト を取得し、 OP システム上でサービスを呼び
出します。

サンプル Java クラスのコード

次のコード  リ ス トは、 SyncCustomerInformation Java ク ラスのソース  コード
全文です。 このコードによ り、 この節の前半で説明したシナ リオに関するビジネ
ス  ロジッ クが実装されます。 このサンプルを、 実際の企業のビジネス  プロセス
を実装するコードを作成する と きのテンプレー ト と して活用して ください。

コード  リス ト  4-4   SyncCustomerInformation のクラス ソース コード全文

import java.util.Hashtable;
import javax.naming.*;
import java.rmi.RemoteException;
import com.bea.wlai.client.*;
import com.bea.wlai.common.*;
import com.bea.document.*;

/**
 *このクラスにより Sync Customer Information ビジネス プロセスのビジネス ロジックが
 * 実装される。このクラスは WLAI API を使用して CRM システムのイベントをリスンし、
 * OP システムのサービスを呼び出す。ここでは ApplicationViews が 2 つ定義されており、
 * それらが「EastCoast」ネームスペースにデプロイされていることを仮定している。
 * 2 つのアプリケーション ビュー、および必要なイベント、サービスは次のとおり。
 * 
 * 
 * CustomerManagement
 *   イベント（NewCustomer）
 *   サービス（なし）
 *
 * OrderProcessing
 *   イベント（なし）
 *   サービス（CreateCustomer）
 */
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public class SyncCustomerInformation
  implements EventListener
{
  /**
   * このアプリケーションを起動する主要メソッド。引数は必要なし。
   */
  public static void
  main(String[ ] args)
  {
    // サーバ接続に必要な情報の有無をチェック。
    
    if (args.length != 3)
    {
      System.out.println("Usage: SyncCustomerInformation ");
      System.out.println("       <server url> <user id> <password>");
      return;
    }
    
    try
    {
      // 連携して動作する SyncCustomerInformation のインスタンスを作成
      
      SyncCustomerInformation syncCustInfo = 
        new SyncCustomerInformation(args[0], args[1], args[2]);
      
      // WLAI への接続を取得
      
      InitialContext initialContext = syncCustInfo.getInitialContext();
      
      // 「EastCoast.CustomerManagement」のインスタンスへの参照を取得
      // アプリケーション ビュー
      
      ApplicationView custMgmt = 
        new ApplicationView(initialContext, "EastCoast.CustomerManagement");
        
      // 「New Customer」イベントのリスナを追加する。この場合、
      // アプリケーション クラスに EventListener を実装し、直接イベントをリスン
      // できるようにする。
        
      custMgmt.addEventListener("NewCustomer", syncCustInfo);
      
      // 10 個までのイベントを処理してから終了する。
      
      syncCustInfo.setMaxEventCount(10);
      syncCustInfo.processEvents();
    }
    catch (Exception e)
    {
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      e.printStackTrace();
    }
 
    return;

  }
  
  /**
   * 「New Customer」イベントに応答する EventListener メソッド
   */
  public void
  onEvent(IEvent newCustomerEvent)
  {
    try
    {
      // 着信した「New Customer」イベントの内容を印刷する。
      
      System.out.println("Handling new customer: ");
      System.out.println(newCustomerEvent.toXML());
      
      // 処理する。
      
      IDocument response = handleNewCustomer(newCustomerEvent.getPayload());
      
      // 応答を印刷する。
      
      System.out.println("Response: ");
      System.out.println(response.toXML());
      
      // 処理対象のすべてのイベントを処理したら終了する。
      
      m_eventCount++;
      if (m_eventCount >= m_maxEventCount)
      {
        quit();
      }
    }
    catch (Exception e)
    {
      e.printStackTrace();
      System.out.println("Quitting...");
      quit();
    }
  }
  
  /**
   * 'Order Processing' ApplicationView で 「Create Customer」サービスを
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   * 呼び出し、「New Customer」イベントを処理する。サービスから
   * 戻された応答ドキュメントが、このメソッドの戻り値として
   * 返される。
   */
  public IDocument
  handleNewCustomer(IDocument newCustomerData)
    throws Exception

  {
    // 'OrderProcessing' ApplicationView のインスタンスを取得。
    if (m_orderProc == null)
    {
      m_orderProc = 
        new ApplicationView(m_initialContext, "EastCoast.OrderProcessing");
    }
    
    // newCustomerData のデータを変換し、'Order Processing' ApplicationView
    // の「Create Customer」に対する要求ドキュメントに適する形式に
    // する。
    
    IDocument createCustomerRequest =
      transformNewCustomerToCreateCustomerRequest(newCustomerData);
  
    // サービスを呼び出す。
      
    IDocument createCustomerResponse =
      m_orderProc.invokeService("CreateCustomer", createCustomerRequest);
      
    // 応答を返す。
      
    return createCustomerResponse;
  }
  
  // ---------------------------------------------
  // メンバ変数
  // ---------------------------------------------
  
  /**
   * WLAI サーバの URL （例 : t3://localhost:7001）
   */
  private String m_url;
  
  /**
   * WLAI にログインするときに使用されるユーザ ID。
   */
  private String m_userID;
  
4-12 Application Integration ユーザーズ ガイド



シナリオ 2: ビジネス プロセスのカスタム コードの作成
  /**
   * m_userID で指定されたユーザが WLAI にログインするときに使用される
   * パスワード。
   */
  private String m_password;

  
  /**
   * WLAI との通信に使用される初期コンテキスト。
   */

  private InitialContext m_initialContext;
    
  /**
   * handleNewCustomer に使用される 'East Coast.Order Processing'
   * ApplicationView のインスタンス。
   */
  private ApplicationView m_orderProc;
  
  /**
   * handleNewCustomer で処理される最大イベント数が入る
   */
  private int m_maxEventCount;
  
  /**
   * handleNewCustomer で処理されるイベント数のカウント
   */
  private int m_eventCount;
  
  /**
   * 終了要求されるまで待機できるようにするモニタ変数。
   */
  private String m_doneMonitor = new String("Done Monitor");
  
  /**
   * 処理が終了したかどうかを示すフラグ。
   */
  private boolean m_done = false;
  
  // ------------------------------------------------
  // ユーティリティ メソッド
  // ------------------------------------------------
  
  /**
   * コンストラクタ
   */
  public SyncCustomerInformation(String url, String userID, String password)
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  {
    m_url = url;
    m_userID = userID;
    m_password = password;
  }
  
  /**
   * WLAI に対して初期コンテキストを設定する。
   */
  public InitialContext
  getInitialContext()
    throws NamingException
  {

    // WLAI サーバの InitialContext を入手するためのプロパティを設定する。
    
    Hashtable props = new Hashtable();
    
    // WLAI ホスト、ポート、ユーザ ID、およびパスワードをプロパティに入力する。
    
    props.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,
              "weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
    props.put(Context.PROVIDER_URL, m_url);
    props.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, m_userID);
    props.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, m_password);
    
    // WLAI サーバに接続する。
    
    InitialContext initialContext = new InitialContext(props);
    
    // 後で使用できるようにこれを保存する。
    
    m_initialContext = initialContext;
    
    return initialContext;
  } 
  
  
  /**
   * 「New Customer」イベントのドキュメントを「Create Customer」サービスで必要
   * とされるドキュメントに変換する。
   */
  public IDocument
  transformNewCustomerToCreateCustomerRequest(IDocument newCustomerData)
    throws Exception
  {
    // ここでは XSLT 変換を実行しても、ソースから対象ドキュメントに手動で
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    // データを移動してもよい。この変換の詳細は、このサンプル
    // の範囲外となっている。XSLT については、http://www.w3.org/TR/xslt
    // を参照のこと。ドキュメント間の手動によるデータ移動
    // についての詳細は、JavaDoc マニュアルの com.bea.document.IDocument 
    // インタフェースを参照。
    
    return newCustomerData;
  }
  
  /**
   * イベント処理 /待機のループ
   */
  public void
  processEvents()
  {
    synchronized(m_doneMonitor)

    {
      while (!m_done)
      {
        try
        {
          m_doneMonitor.wait();
        }
        catch (Exception e)
        {
          // 無視する
        }
      }
    }
  }
  
  /**
   * 処理したい最大のイベント数を設定する。
   */
  public void
  setMaxEventCount(int maxEventCount)
  {
    m_maxEventCount = maxEventCount;
  }
  
  /**
   * このアプリケーションを（完全に）強制終了するメソッド
   */
  public void
  quit()
  {
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    synchronized(m_doneMonitor)
    {
      m_done = true;
      m_doneMonitor.notifyAll();
    }
  }    
}
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方法

Application View Console は、 企業内のあらゆるアプ リ ケーシ ョ ン  ビューへのア
クセス、 ビューの編成および編集が簡単に実行できるグラフ ィ カル ユーザ イン
タフェース （GUI） です。 Application View Console を使用すれば、 フォルダを
新し く作成し、 それらのフォルダに新しいアプリ ケーシ ョ ン  ビューを追加する
こ とができます。 これらのフォルダにアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを格納すれば、
アプ リ ケーシ ョ ン ビューが属するアダプタ とは無関係に、 ユーザ独自のナビ
ゲーシ ョ ン方式に従ってアプリ ケーシ ョ ン  ビューを編成できます。

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� Application View Console へのログオン

� フォルダの作成

� アプ リ ケーシ ョ ン ビューの削除

� フォルダの削除

Application View Console へのログオン

Application View Console にログオンする手順は次のとおりです。

1. ブラウザ ウ ィン ド ウを開きます。

2. 該当するシステムの  Application View Console の URL を次のフォーマッ トで
入力します。

http://your_server:your_port/wlai

例 : http://wli1:7001/wlai

ログオン 画面が表示されます。
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3. WebLogic Server ユーザ名およびパスワードを入力し、 [OK] をク リ ッ ク しま
す。 [Application View Console] が表示されます。
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フォルダの作成

企業内のアプリ ケーシ ョ ン  ビューは、 フォルダに編成され、 フォルダは、 さ ら
にアプリ ケーシ ョ ン ビューおよび従属フォルダで構成されます。 一度フォルダ
を作成する と、 そのフォルダを別のフォルダに移動するこ とはできません。 フォ

ルダを削除するには、 先にそのフォルダ内のすべてのアプ リ ケーシ ョ ン ビュー
およびサブフォルダを削除する必要があ り ます。

フォルダ内にアプリ ケーシ ョ ン  ビューを作成した後でそのアプリ ケーシ ョ ン  
ビューを削除できますが、 別のフォルダには移動できません。

フォルダを作成する手順は次のとおりです。

1. [Application View Console] にログオンした状態で、 新しいフォルダの作成先
となるフォルダに移動します。

2. [New Folder] アイコンをク リ ッ ク します。

[Add Folder] 画面が表示されます。
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3. [New Folder] フ ィールドに、 フォルダ名を入力します。 名前には、 任意の有
効な Java 識別子が使用できます。

注意 : 「Root」 とい う名前は予約語であるため、 フォルダ名には使用できま
せん。 フォルダ名に 「Root」 を指定する と、 インポー ト / エク スポー
ト  ユーテ ィ リ テ ィ を使ってフォルダをインポート またはエクスポー
トできな くな り ます。

4. [Save] をク リ ッ ク します。

アプリケーショ ン ビューの削除

アプリ ケーシ ョ ン ビューを削除するのは、 そのビューが使われな くなったか、
またはビューが属するアプリ ケーシ ョ ンを破棄する と きです。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを削除できるのは、 以下の条件が 2 つと も満たされる
場合に限られます。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューがアンデプロイ されているこ と （2-20 ページの
「任意手順 : アプ リ ケーシ ョ ン ビューのアンデプロイ」 を参照）。 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューのステータスが Not Deployed となっているこ と を確認して く
ださい。

� 適切な書き込み特権を持つユーザ アカウン ト を使用して  WebLogic Server に
ログオンしている こ と。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを削除する手順は次のとおりです。
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1. [Application View Console] にログオンした状態で対象のアプリ ケーシ ョ ン  
ビューが格納されているフォルダに移動します。

2. [Remove] をク リ ッ ク します。 確認画面が表示されます。 [Confirm] をク リ ッ
クする と、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューが削除されます。

フォルダの削除

不要なフォルダは削除します。 フォルダを削除する手順は次のとおりです。

1. 対象フォルダからすべてのアプ リ ケーシ ョ ン  ビューとサブフォルダを削除し
ます。

2. [Application View Console] にログオンし、 対象フォルダがあるフォルダに移
動します。
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3. [Remove] をク リ ッ ク します。 確認画面が表示されます。

4. [Confirm] をク リ ッ ク します。 フォルダが削除されます。
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A Application Integration データの

移行

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� データ移行の概要

� 単独の EIS インスタンス内でのデータの移行

� 複数の EIS インスタンス内でのデータの移行

� 推奨事項

データ移行の概要

Application Integration 機能のコンフ ィグレーシ ョ ン  データは、 Business Process 
Management (BPM) 機能のコンフ ィグレーシ ョ ン データ と同じ リポジ ト リに格納
されます。 したがって、 どちらの機能のデータ移行にも同じツールを使用できま

す。 ただし、 Application Integration データを移行し、 およびそのデータを対象環
境にデプロイする場合、 特に考慮すべき点がいくつかあ り ます。

注意 : 現行の Application Integration エンジンでは、 モジュラ  デプロイ メ ン ト を
サポート しています。 この方式では、 EAR (Enterprise Application 
Archive) ファ イルにま とめられ、 有効なすべての WebLogic ド メ インで
使用できます。 BPM 機能は必ずインス トールされている とは限り ません
ので、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに対してはインポート /エクスポート  
ツールのコマンド ライン  インタフェースが用意されています。 詳細につ
いては、 付録 B 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューのインポートおよびエクス
ポート 」 を参照して ください。

Application Integration データの移行は、 単独の EIS (Enterprise Information 
System : エンタープライズ情報システム ) インスタンス内の WebLogic Server ド
メ イン間で行う場合は簡単にできます。 異なる  EIS インスタンス内の WebLogic 
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Server ド メ イン間でアプリ ケーシ ョ ン  データを移行する場合、 移行対象の環境
でソ リ ューシ ョ ンが正常に機能するためには特別な手順を実行する必要があ り ま

す。

この節では、 以下のシナリオを使用して  WebLogic Server ド メ イン間で 
Application Integration データを移行する方法について説明します。

� 単独の EIS インスタンス内でのデータの移行

� 複数の EIS インスタンス内でのデータの移行

単独の EIS インスタンス内でのデータの移
行

この節では、 単独の EIS インスタンス内にある複数のド メ イン間で Application 
Integration データを移行する方法について説明します。 たとえば、 WebLogic 
Integration の異なる ド メ インに対する リポジ ト リ間でアプリ ケーシ ョ ン  ビュー定
義を移動する と します。 この場合は WebLogic Integration ド メ インだけが変更さ
れ、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー内で参照される対象の EIS インスタンスは同じで
す。

この場合、 ワークフロー パッケージのインポート / エク スポート  ユーティ リ
テ ィ （WebLogic Integration Studio から利用できる） を使えば、 データの移行は
簡単にできます。 ソース  ド メ イン内の Studio からパッケージをエクスポート し、
そのパッケージを対象ド メ イン内の Studio にインポート します。

インポート /エクスポート  ユーティ リテ ィの詳細は、 『WebLogic Integration 
Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー パッケージのインポート とエクス
ポー ト 」 を参照して ください。
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アプリケーション ビューのエクスポート

Application Integration 機能を含むワークフローをエク スポートする と き、 その
ワークフローで使用されるアプ リ ケーシ ョ ン  ビューおよびその他のリ ソースは
エク スポート  ツールによって自動的に識別されます。 コード  リ ス ト  A-1 および 
コード  リ ス ト  A-2 では、 エクスポー ト  ツール内で識別されるアプリ ケーシ ョ ン  
ビューと、 そのビューで使用される リ ソースの値を示します。 通常、 アプ リ ケー

シ ョ ン ビューの値は、 コード  リ ス ト  A-1 で示された位置に表示 （エクスポー ト  
ツール内） されます。

リス ト  A-1   BPM エクスポート  ツール内でのアプリケーション ビューの位置

All Workflow Objects
|--  XML Repository
|-- Folder: WLAI.Namespace.Root
|-- Folder: WLAI.Namespace.Root.firstfolder
|-- Folder: WLAI.Namespace.Root.firstfolder.nthfolder
|-- Entity: WLAI.ApplicationView.Root.firstfolder.

nthfolder.appviewname

通常、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに関連するエンテ ィテ ィは nth_folder の下に
表示され、 コード  リ ス ト  A-2 に示す規約に従って名前が付けられます。 ただし、
すべてのアプリ ケーシ ョ ン  ビューがこの規約に従うわけではあ り ません。

リス ト  A-2   BPM エクスポート  ツール内でのアプリケーション ビュー リソース
の位置

Entity: WLAI.entity_type.Root.firstfolder.nthfolder.appviewname_
event/servicename_adapterspecific

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを完全にエクスポートするには、 タイプが Schema およ
び ConnectionFactory のエンティテ ィ も含め、 そのビューに関連するすべての
エンティテ ィ を選択しなければな り ません。
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アプリケーション ビューのエクスポート例

EastCoast.Sales フォルダに CustomerManagement とい う アプ リ ケーシ ョ ン  
ビューがあ り、 BPM エクスポート  ツールの中では、 コード  リ ス ト  A-3 に示す位
置に表示されています。

リスト  A-3   BPM エクスポート  ツール内でのアプリケーション ビュー

All Workflow Objects
|--  XML Repository
|-- Folder: WLAI.Namespace.Root

|-- Folder: WLAI.Namespace.Root.EastCoast
|-- Folder: WLAI.Namespace.Root.EastCoast.Sales
|-- Entity:WLAI.ApplicationView.Root.EastCoast.

Sales.CustomerManagement

CustomerManagement アプリ ケーシ ョ ン ビューを完全にエクスポートするため、
エクスポート  ツールでは次のパターンに一致するすべてのエンティテ ィが自動
的に選択されます。

Entity: WLAI.entitytype.Root.EastCoast.Sales.CustomerManagement

CustomerManagement アプリ ケーシ ョ ン ビューには、 い くつかのイベン トおよ
びサービスが含まれています。 エクスポー ト  ユーテ ィ リ テ ィによれば、 イベン
ト ごとに 1 つの Schema タイプのエンティテ ィ と、サービスご とに 2 つの Schema 
タイプのエンティテ ィが示されています。 また、 CustomerManagement アプリ
ケーシ ョ ン  ビューは、 DBMS アダプタも使用しており、 CustomerCreated とい
う名前のイベン ト と  CreateCustomer とい う名前のサービスが 1 つずつあ り ま
す。 したがって、 コード  リ ス ト  A-4 に示すエンティテ ィが、 エクスポー ト  ユー
ティ リ テ ィによって リ ス ト されています。

リスト  A-4   アプリケーション ビューによって使用されるエンティティ

Entity: WLAI.Schema.Root.EastCoast.Sales.CustomerManagement_CustomerCreated_
CUSTOMER_TABLE_insert

Entity: WLAI.Schema.Root.EastCoast.Sales.CustomerManagement_CreateCustomer_input
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Entity: WLAI.Schema.Root.EastCoast.Sales.CustomerManagement_
CreateCustomer_output

CustomerManagement アプ リ ケーシ ョ ン ビューには、 接続ファ ク ト リ も  1 つ定
義されています。 この接続ファ ク ト リのエンテ ィテ ィ名は次のとおりです。

Entity: WLAI.ConnectionFactory.Root.EastCoast.Sales.CustomerManagement.
ConnectionFactory 

CustomerManagement アプ リ ケーシ ョ ン ビューが正し くエクスポー ト されるた
めには、 コード  リ ス ト  A-4 に示されたすべてのエンティテ ィ を選択する必要が
あ り ます。

アプリケーション ビューのインポート

アプ リ ケーシ ョ ン ビューをインポートする手順は、 次のとおりです。

1. ワークフロー パッケージのインポート  ユーティ リテ ィ （WebLogic 
Integration Studio から利用できる） を使用して、 Application Integration デー
タを含むパッケージをインポート します。 このユーティ リ テ ィによ り、 あら

かじめパッケージ内にエクスポート したエンテ ィテ ィのすべてが自動的にイ

ンポート されます。

2. Application Integration Application View Console (通常は 
http://server:port/wlai にある ) を使用して、 インポー ト したアプ リ
ケーシ ョ ン ビューをデプロイします。

3. インポート したフォルダ内を移動し、 インポー ト したアプ リ ケーシ ョ ン 
ビューを探します。

4. 適切なアプリ ケーシ ョ ン  ビューを選択します。 次に、 [Application View 
Summary] 画面の [Deploy] オプシ ョ ンを選択します。

これで、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューが対象環境で使用できるよ うにな り ます。
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複数の EIS インスタンス内でのデータの移
行

複数インスタンスの EIS 間の WebLogic Server ド メ インど う しでデータを移行す
る場合、 特定の EIS インスタンスに定義されたアプリ ケーシ ョ ン  ビューには、
そのインスタンス固有の識別子その他のデータが含まれているため注意が必要で

す。 これは、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューで使用される接続ファ ク ト リについても
当てはま り ます。

起こ り得るエラーを防ぐには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューまたは接続ファ ク ト リ
内にある  EIS インスタンス固有のデータを、次の手順に従って手動で変更する必
要があ り ます。

1. Application View Console を開きます。

2. 該当するアプ リ ケーシ ョ ン  ビューに移動して、 必要に応じて編集します。

a. アプリ ケーシ ョ ン ビューとそのイベン ト、 サービス、 および接続ファ ク
ト リ内にある  EIS 固有のデータをすべて見つけ出し、 更新する。

b. EIS インスタンス固有の参照を検索し、 移行対象の環境の新しい EIS イン
スタンスへの参照に置き換える。

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー定義と接続ファ ク ト リ定義を確実に編集して ください。
アプ リ ケーシ ョ ン ビュー定義の以下のパラ メータが変更対象です。

� ApplicationView デプロイ画面の EventRouterURL パラ メータは対象環境
のイベン ト  ルータを参照する必要があ り ます。

� サービス定義内のパラ メータ。 これはアダプタ固有のデータで、 EIS インス
タンス固有のデータを参照している可能性があ り ます。 サービスに関する  
EIS インスタンス固有のパラ メータを必要に応じて変更します。

� イベン ト定義内のパラ メータ。 これはアダプタ固有のデータで、 EIS インス
タンス固有のデータを参照している可能性があ り ます。 サービスに関する  
EIS インスタンス固有のパラ メータがある場合は、 [Application View 
Summary] 画面の [Edit] 機能を使用して変更します。
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アプリケーション ビューのインポート例

CustomerManagement の例では、 ソース環境に CUST とい うデータベースがあ
り、 対象環境には CustDB とい うデータベースがあ り ます。 コード  リ ス ト  A-5 
は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューと接続ファ ク ト リ を表現する  XML テキス ト を示し
ます。 実際に示している内容は、 CustomerManagement アプ リ ケーシ ョ ン 
ビューに関するアプリ ケーシ ョ ン  ビュー記述子です。 Application View Console 
を使用する場合は、 設計時 UI フォーム内の該当するフ ィールドを使用して、 こ
の情報を表示し、 変更する必要があ り ます。

リス ト  A-5   アプリケーション ビューと接続ファク ト リに関する XML テキスト
の例

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE applicationView>
<applicationView asyncEnabled="true"
connectionFactory="com.bea.wlai.connectionFactories.EastCoast.Sales.
CustomerManagement_connectionFactoryInstance"
connectionFactoryName="EastCoast.Sales.CustomerManagement_connectionFactory"
eventRouterURL="http://localhost:7001/DbmsEventRouter/EventRouter"

name="CustomerManagement"
ownsConnectionFactory="true">

<description>Manages customers in the east coast sales database</description>

Ö

<service interactionSpecClass="com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionSpecImpl"
name="CreateCustomer"
ownsRequestSchema="true"
ownsResponseSchema="true"

requestDocumentType="EastCoast.Sales.CustomerManagement_CreateCustomer_input/In
put"
responseDocumentType="EastCoast.Sales.CustomerManagement_CreateCustomer_output/
RowsAffected">

<description>create a new customer in database</description>
<interactionSpecProperty 

name="functionName">executeUpdate</interactionSpecProperty>
<interactionSpecProperty name="sql">insert into CUST.dbo.CUSTOMER_TABLE

(FirstName, LastName, DOB) values ([FirstName varchar], [LastName varchar], [DOB
timestamp])</interactionSpecProperty>

</service>

<event name="CustomerCreated"
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ownsSchema="true"
rootElementName="CUSTOMER_TABLE.insert"

schemaName="EastCoast.Sales.CustomerManagement_CustomerCreated_CUSTOMER_TABLE_i
nsert">

<description>New customer created in database</description>
<eventProperty name="tableName">CUSTOMER_TABLE</eventProperty>
<eventProperty name="triggerType">insert</eventProperty>
<eventProperty name="catalogName">CUST</eventProperty>
<eventProperty name="schemaName">dbo</eventProperty>

</event>

</applicationView>

このアプ リ ケーシ ョ ン  ビューには、 以下の要素が定義されています。

� イベン ト  ルータ  URL に対する明示的参照 （この URL は、 EIS インスタン
スを変更する と対象ド メ インでは元のド メ インの URL とは異なる と思われ
る）。

� CUST データベース、 dbo スキーマ、 および CUSTOMER_TABLE テーブルを参
照する明示的な SQL 文が指定された interactionSpecProperty 要素
（<service> 要素と して表記）。

� catalogName を CUST と して参照し、 schemaName を  dbo と して参照する  
eventProperty 要素。 この例では、 CUST に対するすべての参照 （上記のテ

キス トで強調表示されている部分） を  CustDB に変更する必要があ り ます。
異なるスキーマが使用されている場合は、 そのスキーマ参照も変更する必要

があ り ます。

各アダプタに作成されるアプ リ ケーシ ョ ン ビュー記述子のサービスおよびイベ
ン ト記述子には、 異なるプロパテ ィが格納されます。 新しい EIS インスタンスで
正常に機能するためにはどのプロパティ を変更する必要があるかについては、 ア

ダプタのマニュアルを参照して ください。

接続ファ ク ト リ記述子も、 新しいインスタンスを参照するよ うに変更する必要が

あ り ます。 コード  リ ス ト  A-6 は、 接続ファ ク ト リの例を示しています。
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リス ト  A-6   接続ファク ト リの例

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE connection-factory-dd>
<connection-factory-dd name="CustomerManagement_connectionFactory">

<jndi-name>com.bea.wlai.connectionFactories.EastCoast.Sales.CustomerManagemen
t_connectionFactoryInstance</jndi-name>

<pool-parms allowPoolToShrink="true"
maxPoolSize="10"
minPoolSize="0"
targetFractionOfMaxPoolSize="0.1"/>

<mcf-parm name="MessageBundleBase">
<mcf-parm-value>BEA_WLS_DBMS_ADK</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<mcf-parm name="DataSourceName">
<mcf-parm-value>eventSource</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<mcf-parm name="AdditionalLogContext">
<mcf-parm-value>CustomerManagement</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<mcf-parm name="UserName">
<mcf-parm-value>system</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<mcf-parm name="Password">
<mcf-parm-value>security</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<mcf-parm name="RootLogContext">
<mcf-parm-value>BEA_WLS_DBMS_ADK</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<mcf-parm name="PingTable">
<mcf-parm-value>CUST.dbo.CUSTOMER_TABLE</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<mcf-parm name="LogLevel">
<mcf-parm-value>WARN</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<mcf-parm name="LogConfigFile">
<mcf-parm-value>BEA_WLS_DBMS_ADK.xml</mcf-parm-value>

</mcf-parm>
<adapter-logical-name>BEA_WLS_DBMS_ADK</adapter-logical-name>

</connection-factory-dd>

上記のコードに示されているよ うに、 この接続ファ ク ト リ記述子は直接 CUST 
データベース と  eventSource とい う  JDBC データ  ソースを参照しています。 対
象環境でこの接続ファ ク ト リが確実に正し く機能するためには、 以下の変更を行

う必要があ り ます。
Application Integration ユーザーズ ガイ ド A-9



A Application Integration データの移行
� CUST への参照を  CustDB への参照に変更する。

� eventSource JDBC データ  ソース参照を変更して、 対象ド メ インの有効な 
JDBC データ  ソース （CustDB のホス ト となっている新しい DBMS） を参照
するよ うにする。

この時点で、 必要なすべての参照の修正が完了し、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューと
接続ファ ク ト リで必要と されるすべての リ ソースが対象ド メ イン内に定義された

こ とにな り ます。 これで、 Application View Console (通常は 
http://host:port/wlai にあ り ます ) を使用して、 インポー ト したアプ リ ケー
シ ョ ン ビューをすべてデプロイできます。

推奨事項

こ こでは、 複数の環境間で Application Integration データを移行する際に必要と
なる作業を軽減するためのアドバイスを紹介します。

� ソース  ド メ イン と対象ド メ インでは、 できる限り同じ  EIS インスタンスを設
定するこ と。 たとえば、 DBMS アダプタが使用されるアプ リ ケーシ ョ ン  
ビューの場合、 同じ  MS SQL Server の 2 つのインスタンス （同じ名前、
ユーザ アカウン ト、 およびデータベース  オブジェ ク ト ） を、 ソース  データ
ベース と対象データベースの両方に使用します。 このよ う に設定する と、 ア

プ リ ケーシ ョ ン ビューおよび接続ファ ク ト リの記述子を手動で編集する必要
がなく な り ます。

� イベン ト  ルータ  URL を変更して、 対象環境でイベン ト  ルータの位置を反映
させるこ と。 そのためには、 Application View Console でアプ リ ケーシ ョ ン 
ビューを編集します。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューをインポート したら、 それらのビューを  
Application View Console を使ってデプロイ します。
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B アプリケーション ビューのイン

ポートおよびエクスポート

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� ユーティ リ テ ィのインポート / エクスポート

� インポート / エクスポート  メ ソ ッ ドおよびコマンド  ラ イン

ユーティ リテ ィのインポート / エクスポー
ト

WebLogic Integration では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの簡易インポート / エクス
ポート  ユーティ リ テ ィ を提供しています。 このユーティ リテ ィは、 コマンド  ラ
インから実行でき、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューのインポート / エクスポート  API 
によってコードに組み込むこ とができます。 このユーティ リ テ ィの出力は、 当該

アプ リ ケーシ ョ ン ビューが所有するすべてのファ イルを含む JAR ファ イルにな
り ます。 使用されるが、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューが所有していないファ イルを
インポート またはエクスポートする場合は、 手動操作にな り ます。

注意 : WebLogic Integration の Business Process Management (BPM) 機能がイン
ス トールされている場合、 ワークフロー パッケージのインポート /エク
スポート  ユーティ リテ ィ （WebLogic Integration Studio から利用できる）
を使用して Application Integration データを移行する こ とができます。 詳
細については、 付録 A 「Application Integration データの移行」 を参照し
て ください。

インポート / エクスポート  ユーティ リ テ ィ を使用する と、 リポジ ト リから  
Application Integration メ タデータ  オブジェク ト をエクスポー ト し、 またそれら
のオブジェ ク ト を リ ポジ ト リにインポートするこ とができます。 このユーティ リ

テ ィでは、 次のオブジェ ク ト をインポート / エクスポートできます。
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� アプリ ケーシ ョ ン ビュー

� 接続ファ ク ト リ （およびリ ポジ ト リに格納された記述子。 WebLogic Server 
からデプロイ されたものは除く）

� スキーマ

� ネームスペース

ユーテ ィ リ テ ィの呼び出しでエクスポート されたオブジェ ク トは、 JAR アーカイ
ブに格納されます。 従前にエクスポート された JAR がインポート される場合、
その JAR 内のオブジェ ク ト もすべてインポート されます。 また、 既存のエクス
ポート された JAR にオブジェク ト を追加するこ と、 インポー ト時にアプリ ケー
シ ョ ン ビューおよび接続ファ ク ト リ をデプロイするこ と もできます。

インポート / エクスポート  メソ ッ ドおよび
コマンド  ライン

ユーテ ィ リ テ ィは、 API およびコマンド ライン ツールと して使用できます。 ど
ちらの場合も、 サーバが稼働している必要があ り ます。 以下の節では、 コマンド

ライン パラ メータおよびインポート /エクスポート  ユーテ ィ リ テ ィのメ ソ ッ ド
について説明します。

コマンド  ラインからのインポート / エクスポート  
ユーティ リティの呼び出し

以下に示すのは、 インポート / エクスポート  ユーティ リ テ ィのコマンド ライン構
文です。

使い方 : ImportExport <server_URL> <username> <password> <file>
[-codepage=Cp<codepage_number>] [-dump=< <namespace> | <'Root'> >]
[-append] [-overwrite] [-deploy] 
< [-export [object_name]*] | [-import [edit-on-import_filename]] >
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次の表では、 インポート /エクスポート  ユーティ リテ ィのコマンド ライン  パラ
メータを示しています。

パラメータ 説明

server_URL WebLogic Server の URL。 これが必要なのは、 リモート  
ク ラ イアン トから接続する場合に限る。

username 指定された WebLogic Server のユーザ名。 これが必要な

のは、 リモート  ク ラ イアン トから接続する場合に限る。

password 指定された WebLogic Server のパスワード。 これが必要

なのは、 リモート  ク ラ イアン トから接続する場合に限

る。

file エクスポート時に作成されるファ イル、 またはリポジ ト

リにインポート されるファ イルの名前。

-codepage コンソールに書き込むと きに使用されるコードページを

設定する。 この設定によ り、 文字が正し く表示される こ

とが保証される。 デフォル ト値は Cp437 で、 これは米国

で使用されるコードページになっている。 他の有効な値

は、 以下のとおり。

Cp850 マルチリ ンガル ( ラテン  I)
Cp852 ス ラブ語系 （ラテン II）
Cp855 キ リル文字 （ロシア語）

Cp857 トルコ語
Cp860 ポル トガル語

Cp861 アイス ランド語
Cp863 カナダ フランス語
Cp865 北欧語
Cp866 ロシア語
Cp869 現代ギ リシャ語

MS932 日本語

-dump 指定されたネームスペース、 およびそのネームスペース

内にネス ト された他のネームスペース内のすべてのオブ

ジェ ク トの リ ス ト を印刷する。 フォルダ構成全体のオブ

ジェ ク トの リ ス ト を印刷する場合は、 Root と指定する。

-append file で指定されたファ イルにエクスポート されたオブ

ジェ ク ト を追加する。
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インポート時の編集

インポー ト時編集ファ イルが指定される と、 インポート されるオブジェ ク トのテ

キス トに対して編集コマンドを実行できます。 編集処理は、 オブジェク ト が リポ

ジ ト リに格納される、 またはデプロイ される前に実行されます。 このオプシ ョ ン

が指定されない場合、 このメ ソ ッ ドは 「オブジェ ク トのインポート 」 の説明にあ

るよ うに使用されます。

指定される ドキュ メ ン トは、 次の DTD に準拠する必要があ り ます。

<!ELEMENT ApplicationView (replace*)>
<!ATTLIST ApplicationView name NMTOKEN #REQUIRED

newName NMTOKEN #IMPLIED>

<!ELEMENT ConnectionFactory (replace*)>
<!ATTLIST ConnectionFactory name NMTOKEN #REQUIRED

newName NMTOKEN #IMPLIED>

<!ELEMENT Schema (replace*)>
<!ATTLIST Schema name NMTOKEN #REQUIRED

newName NMTOKEN #IMPLIED>

<!ELEMENT replace EMPTY>
<!ATTLIST replace xpath CDATA #REQUIRED

-overwrite インポートの実行時に、 既に リポジ ト リにあるオブジェ

ク ト を上書きする。

-deploy インポート時にアプ リケーシ ョ ン  ビューまたは接続ファ
ク ト リ をデプロイする。

-export エクスポート操作を指示し、 エクスポート対象のオブ

ジェク ト名を指定する。 オブジェ ク ト名にはワイルド

カード も使用できる。 フォルダ構成全体をエクスポート

する場合は、 オブジェク ト名の リ ス トに Root を入れる。

-import file で指定されたオブジェ ク ト を リポジ ト リにイン

ポートする こ と を指示する。 edit-on-import_filename が
指定される と、 オブジェ ク トはファ イル内の命令に従っ

て編集される。 編集は、 オブジェ ク トが リポジ ト リに追

加される前、 かつデプロイ （要求された場合） の前に実

行される。

パラメータ 説明
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インポー ト / エクスポー ト  メ ソ ッ ドおよびコマン ド  ライン
old CDATA #REQUIRED
new CDATA #REQUIRED

インポート時編集ドキュ メ ン ト には、 編集対象のオブジェ ク ト ご とに 
<ELEMENT> タグで示される複数のセクシ ョ ンが組み込まれています。 編集でき
るオブジェ ク トは、 ApplicationView、 ConnectionFactory および Schema です。
各セクシ ョ ンでは、 名前によってオブジェ ク ト を識別し、 置換される要素を指定

します。 オプシ ョ ン と して、 各セクシ ョ ンでオブジェ ク トに新しい名前を設定す

る と きに使用される  newName 属性を指定できます。

replace 要素では、 以下を指定します。

� オブジェ ク トの XML 記述子にあるすべてのノードの中から編集対象の ノー
ドを識別するために使用される  XPath 式。

� 選択された ノード内で検索する元の値。 元の値は Perl5 の正規表現にする こ
とができます。 元の値と して空の文字列 （""） を指定する と、 選択された

ノード内のすべてのテキス トが一致とな り ます。

� 元の値を置換する新しい値。 新しい値は単純文字列でなければな り ません。

インポート時編集ドキュ メン トの例

次のインポート時編集記述子ドキュ メン ト は、 DBMS.DBMS1 とい う名前のアプ
リ ケーシ ョ ン  ビューを編集して、 DBMS.DBMS1a とい う名前に変更する方法を
示しています。 この XML ドキュ メ ン トでは、アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに対して 
3 つの置換、 接続ファ ク ト リに対して 1 つの置換を設定しています。

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE edit SYSTEM "ImportExportEditOnImport.dtd">
<edit>

<ApplicationView name="DBMS.DBMS1" newName="DBMS.DBMS1a">
<replace xpath="/applicationView/@connectionFactory"

old=""
new="com.bea.wlai.connectionFactories.DBMS.

DBMS1a_connectionFactoryInstance"/>
<replace xpath="/applicationView/@connectionFactoryName"

old=""
new="DBMS.DBMS1a_connectionFactory"/>

<replace xpath="/applicationView/service[@name='Service1']/
interactionSpecProperty[@name='sql']"
old="CAJUN."
new="PBPUBLIC."/>

</ApplicationView>
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B アプリケーシ ョ ン ビューのインポートおよびエクスポート
<ConnectionFactory name="DBMS.DBMS1_connectionFactory"
newName="DBMS.DBMS1a_connectionFactory">

<replace xpath="/connection-factory-dd/jndi-name"
old=""
new="com.bea.wlai.connectionFactories.DBMS.

DBMS1a_connectionFactoryInstance"/>
</ConnectionFactory>

</edit>

最初の置換では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー記述子の connectionFactory 属性を
編集して、 この属性のテキス ト を新しい値に変更します。 こ こでは、 元の値と し

て空の文字列を使用して、 ノード内のすべてのテキス ト を一致させています。

2 番目の置換では、 アプ リ ケーシ ョ ン ビュー記述子の connectionFactoryName 
属性を編集して、 この属性のテキス ト を新しい値に変更します。

3 番目の置換では、 Service1 とい う名前のサービスのサービス記述子を編集し
て、 sql とい う名前の interactionSpecProperty 要素について、 CAJUN. をす
べて PBPUBLIC. に置換します。

4 番目の置換では、 接続ファ ク ト リ記述子の jndi-name 属性を編集して、 この
属性のテキス ト を新しい値に変更します。

インポート / エクスポート  API の使用方法

以下の節では、 インポート /エクスポート  API に組み込まれている メ ソ ッ ドを説
明します。 インポート /エクスポート  API のク ラス名は、
com.bea.wlai.client.ImportExport です。

サーバ インスタンスへの接続
connect(<multiple signatures>)

connect() メ ソ ッ ドは、 サーバ インスタンス との接続方法を設定します。 接続を
開始した場所によって、 異なる引数を connect() に指定する必要があ り ます。

接続の開始場所 指定する引数

同じサーバ内 引数なし
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インポー ト / エクスポー ト  メ ソ ッ ドおよびコマン ド  ライン
ネームスペース内のオブジェク トの印刷

dumpNamespace(String namespaceName)

dumpNamespace() メ ソ ッ ドは、 ネームスペースの修飾名を表す文字列を取り、 そ
のネームスペース内のすべてのオブジェク ト、 およびそのネームスペースに組み

込まれた他のネームスペースを印刷します。

オブジェク トのエクスポート

exportNamespaceObjects(Set objectNames, boolean append, List errors)

exportNamespaceObjects() メ ソ ッ ドは、 オブジェ ク ト名の リ ス ト （文字列によ
る修飾名） を取り、 指定された出力ファ イルにエクスポート します （「インポー

ト / エクスポートするファ イルの指定」 を参照）。 エクスポート対象と して リ ス
と されたすべてのオブジェ ク ト は、 依存関係が検査されます。 使用されているが

アプ リ ケーシ ョ ン ビューの所有になっていないオブジェ ク ト もエクスポー ト さ
れます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューがエクスポート される場合、 ConnectionFactory および
そのアプリ ケーシ ョ ン ビューが依存するすべての Schema オブジェク ト もエクス
ポー ト されます。 ネームスペースがエクスポート される場合は、 ネームスペース

内のオブジェク ト （他のネームスペースも含む） もすべてエクスポート されま

す。

エク スポー ト されたファ イルを既存のアーカイブに追加する、 またはそのファ イ

ルを上書きないし作成する場合は、 append を  true に設定します。

エク スポー ト中に検出された致命的でないエラーは、 すべて指定された errors 
List オブジェ ク トに Exception オブジェク ト と して格納されます。

リモート  ク ラ イアン ト （InitialContext な
し）

URL (文字列 )、 ユーザ名、 パス
ワード

リモート  ク ラ イアン ト （InitialContext あ
り）

InitialContext

接続の開始場所 指定する引数
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B アプリケーシ ョ ン ビューのインポートおよびエクスポート
オブジェク トのインポート

importNamespaceObjects(boolean overwrite, boolean deploy, List errors)

importNamespaceObjects() メ ソ ッ ドは、 指定された入力ファ イル （「インポー

ト / エクスポートするファ イルの指定」 を参照） のすべてのエン ト リ を取り、 そ
れらを リポジ ト リにインポート します。 overwrite を  true に設定する と、 リ ポ
ジ ト リ内の既存のメ タデータが上書きされます。 deploy を  true に設定する と接
続ファ ク ト リおよびアプリ ケーシ ョ ン  ビューがインポート時にデプロイ されま
す。

インポート中に検出された致命的でないエラーは、 すべて指定された  errors List 
オブジェ ク ト に Exception オブジェ ク ト と して格納されます。

オブジェク トをインポート して編集する

importNamespaceObjects(IDocument editOnImportDoc boolean overwrite,
boolean deploy, List errors)

インポー ト時編集ドキュ メ ン トが指定される と、 importNamespaceObjects() 
で、 インポート されるオブジェ ク ト のテキス ト に対して編集コマンドを実行でき

ます。 編集処理は、 オブジェ ク トが リ ポジ ト リに格納される、 またはデプロイ さ

れる前に実行されます。 このオプシ ョ ンが指定されない場合、 このメ ソ ッ ドは

「オブジェク ト のインポート 」 の説明にあるよ うに使用されます。

editOnImportDoc 引数で指定されたドキュ メ ン トは、 「インポー ト時の編集」 に
示された DTD に準拠する必要があ り ます。

インポート / エクスポートするファイルの指定
setFile(File filename)

setFile() メ ソ ッ ドは、 エクスポー ト先またはインポート元と して使用される
ファ イルを指定します。

メ ッセージ印刷場所の選択

setPrintWriter(PrintWriter out)
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インポー ト / エクスポー ト  メ ソ ッ ドおよびコマン ド  ライン
setPrintWriter() メ ソ ッ ドは、 メ ッセージ （ステータス、 診断、 およびエラー 
メ ッセージなど） が生成されたと きに使用される  PrintWriter オブジェ ク ト を指
定します。

メ ッセージ印刷の有無の選択

setQuiet(boolean quiet)

setQuiet() メ ソ ッ ドは、 進行状況メ ッセージおよび情報メ ッセージを印刷する
かど うかを指定します。 メ ッセージを印刷する場合は、 quiet を false に設定し
ます。 メ ッセージ印刷を無効にする場合は、 quiet を true に設定します。
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C Application Integration のモジュ

ラ  デプロイメン ト

この章では、 以下の ト ピッ クを取り上げます。

� 概要

� デプロイ メン ト  コンポーネン ト

� WebLogic Integration 環境外のド メ インに対するデプロイ メ ン ト  コンフ ィグ
レーシ ョ ン

� JMS リ ソース

概要

WebLogic Integration 7.0 以前の環境では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 通常、
Business Process Management (BPM) ワークフローによって作成、 管理されます。
しかし、 リ リース  7.0 環境では、 WebLogic Workshop を使用する  Web サービス
開発者は、 エンタープラ イズ情報システムにアクセスするアプリ ケーシ ョ ン  
ビューを使用する必要があ り ます。 WebLogic Integration の Application 
Integration 機能は、 EAR (Enterprise Application Archive) ファ イルにパッケージ
化され、 有効なすべての WebLogic ド メ インで使用できます。 以下の節では、 モ
ジュ ラ  デプロイ メ ン ト に必要なデプロイ メ ン ト  プロセスの変更点を説明します。
デプロイ メン ト概念の詳細については、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの
デプロイ メン ト 』 を参照して ください。
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C Application Integration のモジュラ  デプロイ メン ト
クラスパスの変更とサーバの再起動

wlai-core.jar ファ イルを、 WebLogic Integration ベースでないド メ インのク ラ
スパスに追加する必要があ り ます。 ク ラスパスの変更を実装するには、 追加後に

サーバを再起動する必要があ り ます。

リポジト リ

Application Integration エンジンでは、 メ タデータの永続性を保つために リポジ ト
リ を使用しています。 リポジ ト リに関して Application Integration エンジンでは、
あらかじめコンフ ィグレーシ ョ ンされた リポジ ト リおよび関連する  JDBC 接続
プールとデータ  ソースに依存しています。 モジュラ  デプロイ メ ン ト では、 デプ
ロイ時に JDBC データ  ソース名と資格を指定する必要があ り ます。 Application 
Integration エンジンでは、 リポジ ト リは既にデータ  ソースにインス トールされて
いるこ とを想定しています。

JMS リソース

アプリ ケーシ ョ ン ビューでは JMS リ ソースを使って、 イベン トおよび非同期
サービス呼び出しを処理しています。 こ う した機能をサポートするため、 アプ リ

ケーシ ョ ン  ビューでは、 リ ソース  JMSConnectionFactory、 JMSTemplate、

JMSJDBCStore、 および JMSServer を使用します。 さ らに、 Application 
Integration エンジンでは、 非同期サービス呼び出し処理用の要求および応答
キューを定義しています。 使用する  JMS リ ソースの決定には、 2 つの処理方式
が可能です。

� 以下のすべてのリ ソースに対して、 既存の JMS リ ソースの名前を指定する。

� JMSConnectionFactory

� JMSServer

注意 : JMSServer に名前を指定した場合、同時に JMSJDBCStore をコンフ ィ
グレーシ ョ ンする必要があ り ます。

� 既存の JMS リ ソースの名前を指定しない。 この場合、 始動プロセスで JMS 
MBeans を使って必要な JMS リ ソースを定義します。 Application Integration 
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概要
エンジンで使用される リ ソースの全リ ス ト は、 「JMS リ ソース」 に記載され
ています。

コンフ ィグレーション

Application Integration の起動ク ラスおよびシャ ッ ト ダウン  ク ラスは、
StartupBean とい う名前の EJB (Enterprise JavaBean) に変わっています。 この 
EJB は wlai-server-ejb.jar からデプロイ され、 起動時にロード されます。 起
動時、 この EJB によって  Application Integration エンジンの初期化シーケンスが
開始されます。 StartupBean EJB の初期パラ メータは、 Application Integration 
エンジンのコンフ ィグレーシ ョ ン パラ メータ と して機能します。 これらのパラ
メータは、WebLogic Administration Console に付属の標準 EJB 記述子編集ツール
を使用して設定できます。 次の表は、 コンフ ィグレーシ ョ ン  パラ メータを一覧
にしたものです。

プロパティ名 デフォルト値 説明

wlai.logLevel warning Application Integration ログの冗長

性レベル。

wlai.deploymentRepositoryRoot
Path

$PWD/wlai/deploy。

$PWD は、 WebLogic 
Server の現在の作業ディ

レ ク ト リ

Application Integration エンジンが

接続ファ ク ト リ  デプロイ メ ン ト

記述子を保存する場所。

wlai.hostUserID system ユーザ識別子。 Application 
Integration では、 リモー ト  イベ
ン ト  ルータ （Web アプ リケー

シ ョ ンからデプロイされたもの）

に対して、 イベン トのポス ト を

行える よ うに、 WebLogic Server 
に対する自己の認証を許可して

いる。
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Application View Console で、 [Server Configuration] をク リ ッ クする と、
Application Integration エンジンのコンフ ィグレーシ ョ ン  パラ メータが表示され
ます。 wlai.logLevel プロパティは、 この [Server Configuration] 画面で編集で
きます。 その他のパラ メータは、すべて WebLogic Administration Console を使用
して編集する必要があ り ます。

Application Integration コンポーネン ト を含む WebLogic Integration アプリ ケー
シ ョ ンをデプロイし、 アンデプロイするこ とによ り、 Application Integration エン
ジンを  WebLogic Administration Console から起動し、 停止します。

インポート / エクスポート  ユーティ リティ

従来の リ リースでは、 Application Integration データは、 WebLogic Integration 
Studio から利用可能な、 ワークフロー パッケージのインポート / エクスポート  
ユーテ ィ リ テ ィ を使用して移行されていました。 モジュ ラ  デプロイ メ ン ト をサ
ポートするため、 現行の Application Integration では、 アプ リ ケーシ ョ ン ビュー

wlai.hostPassword security ユーザのパスワード。

Application Integration では、 リ

モー ト  イベン ト  ルータ （Web ア
プ リケーシ ョ ンからデプロイ さ

れたもの） に対して、 イベン ト

のポス ト を行える よ うに、

WebLogic Server に対する自己の

認証を許可している。

wlai.jms.autogen true Application Integration の起動プロ

セスで JMS リ ソースの自動生成

を許可するフラグ。

wlai.jms.serverName WLIJMSServer ローカル WebLogic Server の 
JMSServer 名。

wlai.jms.connectionFactoryJND
IName

com.bea.wlai.JMSCon
nectionFactory

JMS 接続ファ ク ト リの JNDI コン
テキス ト 。

wlai.repositoryDatasourceName WLAI_DataSource JDBC データ  ソース名。
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デプロイ メン ト  コンポーネン ト
に対してコマンド ラインのインポート / エクスポート  ツールを提供しています。
詳細については、 付録 B 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューのインポートおよびエクス
ポート 」 を参照して ください。

デプロイメン ト  コンポーネン ト

以下に示すのは、 Application Integration のデプロイ メ ン ト  コンポーネン ト です。

� wlai-core.jar

この jar ファ イルを、 起動時に WebLogic Server のク ラスパスに追加する必
要があ り ます。 ファ イル内容は以下のとおりです。

wlai-core.jar
|__log4j.jar contents
|__logtoolkit.jar contents
|__xmltoolkit.jar contents
|__bea.jar contents
|__com/bea/wlai/*.dtd
|__com/bea/wlai/common/*.class
|__com/bea/wlai/message/*.class
|__xcci.jar contents

また、 この jar ファ イルは、 Application Integration のすべてのク ライアン ト
でも必要と されます。

� wlai-client.jar

この jar ファ イルには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー ク ラ イアン トおよびリ
ソース  アダプタの設計時 Web アプ リ ケーシ ョ ンなど、 Application 
Integration エンジンのク ラ イアン ト で必要なすべてのク ラスが組み込まれて
います。

� wlai-server.jar

この jar ファ イルには、 サーバ側のコンポーネン ト だけで必要となるすべて
のク ラスが組み込まれいるため、 アダプタ  EAR ファ イルまたはク ライアン
トには組み込まないでください。

� wlai-mbean.jar

この jar ファ イルには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー MBeans が組み込まれて
おり、 WebLogic Server のシステム ク ラスパスに組み込む必要があ り ます。
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� wlai-server-ejb.jar

この jar ファ イルには、 基本サーバ ク ラスおよび管理 EJB が組み込まれて
います。 この jar ファ イルは、 AI エンジンの他のあらゆるコンポーネン ト
に優先してデプロイする必要があ り ます。 この jar ファ イルには、
Application Integration を初期化する起動 EJB が組み込まれています。

� wlai.war

この jar ファ イルには、 Application View Console の Web アプリ ケーシ ョ
ン、 および Application Integration エンジンで使用する  LifeCycleServlet 
が組み込まれています。

� wlai-eventprocessor-ejb.jar

この jar ファ イルには、 Application Integration イベン ト を処理する、 イベン
ト処理メ ッセージ駆動型 EJB が組み込まれています。

� wlai-asyncprocessor-ejb.jar

この jar ファ イルには、 非同期サービス呼び出しを処理する、 非同期サービ
ス処理メ ッセージ駆動型 EJB が組み込まれています。

� wlai-plugin-ejb.jar

この jar ファ イルには、 BPM で使用する  Application Integration プラグイン
のすべてのク ラスが組み込まれています。

� wlai-plugin.war

この jar ファ イルには、 BPM で使用する  Application Integration プラグイン
のオンライン ヘルプ Web アプリ ケーシ ョ ンが組み込まれています。

WebLogic Integration 環境外のド メインに
対するデプロイメン ト  コンフ ィグレーショ
ン

WebLogic Integration ド メ イン外の Application Integration エンタープラ イズ アプ
リ ケーシ ョ ンをデプロイするには、 wlai.ear を使用します。 この EAR ファ イ
ルには、 次の図に示すコンポーネン トが組み込まれています。
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WebLogic Integration 環境外のド メ インに対するデプロイ メ ン ト  コンフ ィグレーシ ョ
wlai.ear
|__META-INF
|    |__application.xml (EAR ファイル デプロイメント記述子 )
|__wlai.war (Application View Console Web アプリケーション )
|    |__WEB-INF
|        |__lib
|            |__webtoolkit.jar
|__wlai-server-ejb.jar (Application Integration 管理 EJB)
|    |__Startup EJB
|    |__ApplicationView EJB
|    |__SchemaManager EJB
|    |__DeployManager EJB
|    |__ApplicationViewManager EJB
|    |__NamespaceManager EJB
|__wlai-eventprocessor-ejb.jar
|__wlai-asyncprocessor-ejb.jar
|__ecibase.jar (ECI リポジトリ基本クラス )
|__ecirepository.jar (ECI リポジトリ クラス )

システム  ク ラスパスに wlai-core.jar、 wlai-server.jar、 および 
wlai-mbean.jar を追加し、 WebLogic Server を再起動する必要があ り ます。 ま
た、 wlai-mbean.jar ファ イルを WL_HOME\lib\mbeantypes ディ レク ト リにを
コピーする必要があ り ます。WL_HOME は Web Logic Server がインス トールされて
いる場所です。

wlai-core.jar がク ラスパスが追加されたら、 以下のアプ リ ケーシ ョ ン コン
ポーネン ト を config.xml ファ イルに追加するか、 WebLogic Server 
Administration Console から このファ イルをアップロード します。

<Application Deployed="true" Name="WebLogic Application Integration"
Path="PATH_TO_EAR/wlai.ear">

<EJBComponent Name="WLI&ends;AI Server" Targets="myserver"
URI="wlai-server-ejb.jar"/>

<WebAppComponent Name="wlai"
Targets="myserver" URI="wlai.war"/>

<EJBComponent Name="WLI&ends;AI Async Processor" Targets="myserver"
URI="wlai-asyncprocessor-ejb.jar"/>

<EJBComponent Name="WLI&ends;AI Event Processor" Targets="myserver"
URI="wlai-eventprocessor-ejb.jar"/>

</Application>

注意 : デプロイ メン ト順序は、 wlai.ear の application.xml ファ イルに指定
されます。
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注意 : BPM 用 Application Integration プラグインは、 WebLogic Integration 環境
外のド メ インに対しては、 wlai.ear ファ イルからデプロイ されません。

JMS リソース

Application Integration エンジンでは、 次の JMS リ ソースを使用します。

� JMSServer

� JMSConnectionFactory

ユーザ設定の JMSConnectionFactory が JNDI の場所、
com.bea.wlai.JMSConnectionFactory にバインド されていない場合、 この
ファ ク ト リは、 複製されて、 com.bea.wlai.JMSConnectionFactory にバイ
ンド されます。 そのよ うにするこ とによって、 内部 Application Integration コ
ンポーネン ト が JMSConnectionFactory にアクセスできる こ とが保証され
ます。

� キュー :

� WLAI_EVENT_QUEUE － com.bea.wlai.EVENT_QUEUE でバインド されてい
る必要がある。

� WLAI_ASYNC_REQUEST_QUEUE － com.bea.wlai.ASYNC_REQUEST_QUEUE 
でバインド されている必要がある。

� WLAI_ASYNC_RESPONSE_QUEUE － com.bea.wlai. 
ASYNC_RESPONSE_QUEUE でバインド されている必要がある。

� ト ピ ッ ク  :

� WLAI_EVENT_TOPIC － com.bea.wlai.EVENT_TOPIC でバインド されてい
る必要がある。
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JMS リ ソース
JMS リソース コンフ ィグレーショ ン

Application Integration エンジンでは、 スタンドアロン  サーバおよびク ラスタに
対して JMS リ ソースを手動によ り明示的に定義していない場合、 必要なすべて
の JMS リ ソースが自動的に定義されます。 システム管理者は、 次のコンフ ィ グ
レーシ ョ ン パラ メータを指定できます。

wlai.jms.serverName
wlai.jms.connectionFactoryJNDIName

さ らに、 管理者は、 次のコンフ ィグレーシ ョ ン  パラ メータを指定するこ とによ
り、 JMS リ ソースの自動生成を無効にするこ と もできます。

wlai.jms.autogen=false

このパラ メータによ り、 Application Integration エンジンによる必須 JMS リ ソー
スの自動生成が行われなく な り ます。 このパラ メータを指定した場合、 すべての

必須 JMS リ ソースを手動で定義する必要があ り ます。
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